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①

因
果
関
係

に

つ
い
て
は
我
が
國
に
於

て
も
大

い
に
論
ぜ
ら
れ
、
且
英
國
私
法
に
於
け
る
因
果
関
係

に
關
し
て
も
宮

②

本
英
雄
氏

の

「
英
米
法
上

の
因
果
関
係

論

」
な
る
論
文
が
螢
表
せ
ら
れ

て
ゐ
る
。
私
が

こ
＼
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て

更
に
論
じ
て
み
よ
う
と
す
る
主
な
る
理
由
は
、
從
來
英
國
に
於

て
通
説
と
し
て
採
用
せ
ら
れ
て
ゐ
た
蓋
然
的
結
果
に

対
し

て
の
み
責

任
を
負
ふ
と
の
所
謂
「
自
然
的
且
蓋
然
的
結
果
説
」
(
n
a
t
u
r
a
l
 
a
n
d
 
p
r
o
b
a
b
l
e
 
c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
 
r
u
l
e

)
1

前
記
宮

本
英
雄
氏

の
論
文
も
こ
の
説
を
中
心
と
し
て
論
じ
て
ゐ
る
ー
i

が
、

一
九

二

一
年
控
訴
裁
判

所
に
於

て
爲
さ

③

れ
た

ポ
レ
ミ
ス
事
件

の
判
決

以
來
動
揺
を
來
し
て
ゐ
る
か
ら
、

こ
の
問
題
に
關
す

る
現
在

の
英
法
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
黙

に
あ
る
。
し
か
し
私
は
術
之
に
附
随
し
て
私
法
に
於
け
る
因
果
関
係

即
ち
損
害
賠
償

の
範
囲

は
契
約
違

反
の
場
合

と
不
法
行
爲

の
場
合

と
に
於

て
異
な

つ
て
然

る
べ
き
だ
と
い
ふ

こ
と
を
主
張
し
、
且
最
後
に
我
が
民
法
の

解
釈

に
も

=
嘉
胸
れ
て
み
よ
う
と
思
ふ
Q

④

民
法
債
権
法
及
び
刑
法

に
關

す

る
著
書

に
は
総

て
こ
の
問

題
が
取
扱
は
れ

て
ゐ

る
。

例

へ
ば

民
法

に
於

て
石
坂
博

士
日
本

民
法

二
八
七
頁
以
下

鳩
山
博

士
櫓
訂
改
版
日
本
債
権

法

(
総

論
)
七
〇
頁
以
下
、
勝

本
博

士
債
糠
総

論
上
巻

三
四
六
頁
以
下
、

近
藤
教
授
抽
木
氏

註
葎

日
本
民
法
債
権

編
総

期
上
巷

一
八

一
頁
以
下
、

刑
法
に
於

て
牧
野
博
士
改
訂
日
本

刑
法

二
三
三
頁
以

下
、
宮
本
英
脩
教
授

刑
法

學
粋

一
八

一
頁

以
下
。
樹
論
丈
に

つ
い
て
は
勝
本
博
士
前
掲

三
四
七
頁

に
詳

し

い
。
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英
國
私
法

に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巻

第

一
號

一
五
二
)

四

②

法
學
論
叢

一
一
巷
四

一
七
頁

以
下
五
六
三
頁

以
下
、

=

一
巻
四
九
頁

以
下

一
六
〇
頁

以
下
。

④

英

國
に
於

て
も
因
果
関
係

に
つ
き
講
種
の
見
解
が
あ

つ
た
が
、
最
近
ま

で
永
く
通
説
な
6
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
は

「
自
然
的
且
蓋
然
的
結
果
説
」
(
以
下
軍
に

「
蓋
然
説
」
と
呼
ぶ
)
で
あ
る
。
蓋
然
説
と
は
簡
単

に
云

へ
ば
行
爲

の
蓋

然
的
結
果
に
対
し

て
の
み
責

任
を
負
ふ
と
の
説
で
あ
る
が
、
之
を
詳
し
く
説
明
す
れ
ば

「
普
通
人

(
即
ち
通
常

の
思

慮
あ

る
者
)
が
行
爲
者

の
地
位
に
於

て
行
爲

の
當
時
に
知

6
叉
は
知

る
こ
と
を
得
べ
か
ウ
し
事
情
を
基
礎
と
し
て
、

自

己
の
行
爲

よ
う
生
ず
る
こ
と
あ
る
べ
し
と
豫
見

し
叉
は
豫
見
す
る
こ
と
を
得
べ
か
ウ
し
結
果
」
を
以

て
そ
の
行
爲

の
近
接
せ
る

(
℃
δ
と
ヨ
彗
o
)
結
果
な
う
と
し
、
か
＼
る
結
果
に
対
し

て
の
み
責
任
を
負
ふ
と
の
説

で
あ

る
。

cり

條
件
説

近
因
説

最
後
行
爲
者
説

等

が
あ

つ
た
。

詳
し
く
は
宮
本
英

雄
氏
前
掲
論
丈
法
學
論
叢

一
一
巻
四

一
八
頁
乃
至
四
二
四
頁

、

}
参

照

。

②

之

に
対
す

る
は
「
疏
遠
な

る
」

モ

あ

つ
て
、
疏
蓮
な

る
結
果
に
対
し

て
は
法
律
上
責
任
を
負

は
な

い
.

の
語
は

べ

ー

コ

ン
の

法

諺

一
に
そ

の
源

を
有

す

る
。
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③

從

つ
て
蓋
然
説
は
大
盤

に
於

て
所
謂
折
衷
主
義

的
相
當
因

果
関
係

説

(
民
法
第
四
百
十
六
條

)
と
同
じ
で
あ

る
。

た

サ
蓋
然
説

に
於

て
は

一
般

に
は
生
ぜ
ざ

る
も
行
爲
者

が
現
賓

に
豫
見
し
た

る
結
果
に
対
し

て
は
責
任
を
負
ふ
も

の
と
す

る
。

尤

も
か

瓦
る
結
果

は
蓋
然
的
な
結
果

で
は
な

い

か
ら
蓋

然
説

と
い
ふ
文
字

の
上
か
ら
は
之
を
因
果
関
係

の
中
に
入
れ

る
の
は
適
當

で
な

い
が
、

蓋

然
説

は
之
を
因
果
関
係

の
中

に
入
れ

て
ゐ

る
。

省

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
本
稿

一
三
頁
参
照

。

先

づ

蓋

然

説

の
リ
ー

デ

ィ

ン

グ

・
ケ

イ

ス

を

引

か

う

。

そ

れ

は

契

約

違

反

事

件

た

る

ハ
ド

レ

イ

封

バ

ク

セ

ン
デ

3

リ

ル
事

件

で
あ

る
。

原
告
は
製
粉
工
場
の
所
有
者
で
あ
る
が
、
そ
の
製
粉
機
械
の
回
転
軸
が
殿
れ
た
の
で
、
之
を
蓮
邊
業
者
た
る
被
告
の
店
に
逡
り
そ
の

店
員
に
工
場
の
運
転
が
停

つ
た
こ
と
を
告
ぴ
そ
の
回
転
軸
を
直
ぐ
某
機
械
製
造
所

へ
蓮
逡
す
べ
き
旨
を
依
頼

し
た
。
そ
の
機
械
製
造
所

は
そ
の
殿
れ
た
回
転

軸
を
模
型
と
し
て
薪
し
い
回
転
軸
を
作
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ

つ
た
。
被
告
は
そ
の
殿
れ
た
回
転
軸

の
運

邊
を
不
相
當
に
遅
延
し
た
。
そ
の
爲
原
告
は
数
日
後
に
や
つ
と
新
し
い
回
転
軸
を
受
取
る
こ
と
が
出
來
た
に
過
ぎ
す
、
原
告
の
工
場
に

は
他
に
代
り
の
回
転
軸
が
な
か
つ
た
の
で
、
そ
の
間
工
場
を
運
輻
す
る
こ
と
が
出
來
な
か

つ
た
。

原
告
は
契
約
違
反
に
基
く
損
害
賠
償

の
訴
を
提
起
し
、
そ
の
工
場
休
止
期
間
中
の
得
べ
か
り
し
利
益

に
対
す

る
賠
償
を
も
求
め
た
が
、

裁
判
所
は
、
か
Σ
る
損
害
は
疏
遠
過
ぎ
る

(
t
o
o
 
 
r
e
m
o
t
e

)
損
害
で
あ

つ
て
賠
償
の
限
り
に
非
す
と
判
決
し
た

。
そ
の
理
由
は
被
告
は
工

場

の
運
輻
の
停
止
し
て
ゐ
る
こ
と
は
知
つ
て
ゐ
た
が
、
そ
の
工
場
に
回
転

軸
が

一
つ
し
か
な
く
、
そ
の
殿
れ
た
回
転
軸

の
蓮
途
を
遅
延

す
る
と
そ
の
間
す
つ
と
工
場
を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
特
別
な
事
情

は
知
ら
な
か
つ
た
し
、
且
か

Σ
る
特
別
の
事
情
な
き
通

常
の
場
合
に
於
て
は
殿
れ
た
回
転
軸

の
運
逡
の
遅
延
よ
り
か
N
る
得
べ
か
り
し
利
益

の
喪
失
と
い
ふ
結
果
は

一
般
的
に
は
出
て
來
な
い

か
ら
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
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け
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関
係
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中
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五
巻

第

一
號

一
五
三
)

五
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國
私
法
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於
け
る
因
果
関
係

(田
中
)

(第
五
巻

第

一
號

一
耳
四
)

六

こ
の
事
件
に
於
て
裁
判
所
は
契
約
違
反
の
場
合
に
違
反
者
の
負

ふ
べ
き
損
害
賠
償
責
任
の
範
囲
は

「
か
x
る
契
約
違
反
自
體

よ
り
自

然
的
に
即
ち
事
物
の
通
常
の
経
過
に
從

つ
て

(
n
a
t
u
r
a
l
l
y
,
 
 
i
.
 
e
.
,
 
a
c
c
o
r
d
i
n
g
 
t
o
 
t
h
e
 
u
s
u
a
l
 
c
o
u
r
s
e
 
o
f
 
t
h
i
n
g
s

)
生
す
る
も
の
と
公
正

に
且
合
理
的
に
考

へ
ら
れ
得
る
損
害
、叉
は
雨
當
事
者
が
契
約
締
結
の
際
に
そ
の
契
約
に
違
反
し
た
る
場
合
の
蓋
然
的
結
果

(
p
r
o
b
a
b
l
e

r
e
s
u
l
t

)
で
あ
る
と
考

へ
た
で
あ
ら
う
と
合
理
的
に
想
像
せ
ら
れ
得
る
損
害
」
で
あ
る
と
し
、
更
に
績

い
て
こ
の
法
則
を
説
明
し
て
次
の

如
く
云
つ
て
ゐ
る
。

「
さ
て
契
約
締
結
の
基
礎
と
な
つ
た
特
別
の
事
情
が
現
實
に
原
告
よ
り
被
告
に
通
知
せ
ら
れ
か
く
し
て
爾
當
事
者

が
知
つ
た
場
合
に
は
、

爾
當
事
者
が
か
エ
る
契
約
の
違
反
よ
り
生
す
る
で
あ
ら
う
と
合
理
的
に
考

へ
る
で
あ
ら
う
所
の
損
害
は
、

か

く
知
り
且
通
知
せ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
特
別
の
事
情
の
下
に
於
て
契
約
違
反
よ
り
普
通
に

(
o
r
d
i
n
a
r
i
l
y

)

生
す

る
で
あ
ら
う
所

の
侵
害

(
i
n
j
u
r
y

)
の
額
で
あ
る
コ
し
か
し
之
に
反
し
こ
れ
ら
の
特
別
の
事
情
を
全
然
契
約
違
反
を
爲
す
當
事
者
が
知

ら
ざ
る
と
き
は
、
彼
は
最

大
限
か
Σ
る
契
約
違
反
よ
り

一
般
に

(
g
e
n
e
r
a
l
l
y

)
且
特
別
の
事
情
に
よ
つ
て
影
響
せ
ら
れ
な
い
大
多
数
の
事
件
に
於
て
生
す
る
で
あ

ら
う
侵
害
の
額
を
考

へ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
と
想
豫
せ
ら
れ
得
る
の
み
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
若
し
特
別
の
事
情

を
知

つ
た
な
ら
ば
爾
當

事
者
は
契
約
違
反
の
場
合
に
於
け
る
損
害
賠
償
に
關
し
特
別
の
約
欺
を
作

つ
て
契
約
違
反
の
場
合
に
備

へ
た
か
も
知
れ
な
い

の
で
あ

⑤

り

、

こ

の
利
益

を
彼

等

よ

り
奪

ふ

こ

と

は

非
常

に
不

正

な

こ
と

で

あ

る

か

ら

で

あ

る

。
」
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.
 
B
a
x
e
n
d
a
l
e
 
(
1
8
5
4
)
,
 
9
 
E
x
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E
n
g
.
 
R
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p
.
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5
.

こ
の
判
決

を
よ
く
説
明
す

る
も

の
と
し

て
H
a
m
m
o
n
d
 
&
 
C
o
.
 
v
.
 
B
u
s
s
e
y
 
(
1
8
8
7
)
,
 
2
0
 
Q
.
 
B
.
 
D
.
 
7
9
,
 
C
.
 
A
;
 
P
a
t
r
i
c
k
 
v
.
 
R
u
s
s
o
-
B
r
i
t
i
s
h

G
r
a
i
n
 
E
x
p
o
r
t
 
C
o
.
,
 
C
 
1
9
2
7
)
 
2
 
K
.
 
B
.
 
5
3
5

が
あ

り
、
叉
特
別

の
事
情

の
良

い
例
と
し
て
H
o
r
n
e
 
v
.
 
M
i
d
l
a
n
d
 
R
y
.
 
C
o
.
 
(
1
8
7
3
)
,
 
L
.
 
R
.

8
 
C
.
 
P
.
 
1
3
1
,
 
E
x
.
 
C
h
.

が
あ

る
。

右

の
外

ハ
ド

レ
イ
事
件

の
法
則

に
從

つ
た
判
決

に
次

の
如
き
も

の
が
あ

る
。



而

し
て
こ
の
蓋
然
説
が
不
法
行
爲
の
場
合

に
も
永
く
採
用

せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
通
常
こ
の
點

の
判
例

と
さ
れ
て
ゐ
る

⑧

の
は

シ
ャ
「
ブ
封

メ
ゥ
ニ
ル
事
件

で
あ

る
。

被
告
は
成
文
法
に
よ
る
禁
止
規
定
に
違
反
し
て
公
道

の
上
で
荷
車
を
洗
ひ
、
水
を
道
路
の
側
の
溝

へ
流
し
た
。
塵
が
ひ
ど
い
寒
さ
の

爲

に
下
水
道

の
入
ロ
が
凍

つ
て
ゐ
て
、
そ
の
氷
の
爲
に
流
し
た
水
が
下
水
道
に
流
れ
込
ま
す
、
公
道
の
上
に
接
が
り
凍
り
つ
い
た
。
そ

こ

へ
原
告
の
馬
が
通
り
か
Σ
つ
て
氷
に
滑
り
脚
を
負
傷
し
た
。
被
告

は
下
水
道
の
入
ロ
の
凍

つ
て
ゐ
た
こ
と
も
、
自
己
の
流
し
た
水
が

道
路
の
上
で
凍
り
つ
い
た
こ
と
も
知
ら
な
か

つ
た
。
裁
判
所
は
こ
の
馬
の
負
傷
は
被
告
が
自
己
の
行
爲
の
結
果

と
し
て
豫
見
し
得
べ
き

所
で
は
な
か
つ
た
か
ら
疏
遠
な
る
結
果
な
り
と
し
て
、
被
告
に
損
害
賠
償
責
任
な
し
と
判
決

し
だ
。

英
國
私
法

に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巷

第

一
號

一
五
五
)

七

 Sm
eed v. Foord (1859), 1 E

.  &
 E

. 602, 120 E
ng. R

ep. 1035; G
ee v. L

ancashire &
 Y

. R
y. C

o. (1860), 6 H
. &

 N
. 

211, 158 E
ng. R

ep. 87; W
ilson v. L

ancashire &
 Y

. R
y. C

o. (1861), 9 C
. B

. N
. S. 632, 142 E

ng. R
ep. 248; W

ilson v. 

N
ew

port D
ock C

o. (1866) , L
. R

. I E
x. 177; W

oodger v. G
reat W

. R
y. C

o. (1867), L
. R

. 2 C
. P.318; C

orby v. T
ham

es 

Ironw
orks C

o. (1868), L
. R

. 3 Q
. B

. 181; E
ngel v. Fitch (1868), L

. R
. 3 Q

. B
. 314, L

. R
. 4 Q

. B
. 659, E

x. C
h.; 

Prehn v. R
oyal B

ank of L
iverpool (1870), L

. R
. 5 E

x. 92; Sm
ith v. G

reen (1875) , 1 C
. P. D

. 92; Sanders v. Stuart 

(1876), 1 C
. P. D

. 326; Sm
ith v. D

ay (1882), 21 C
h. D

. 421, C
. A

.; Skinner v. C
ity of L

ondon M
arine Insurance 

C
orporation (1885), 14 Q

. B
. D

. 882, C
. A

.; R
odocanahi v. M

ilburn (1886), 17 Q
. B

. D
. 316; Finley v. C

hirney 

(1888), 20 Q
. B

. D
. 494, C

. A
.; E

bbetts v. C
onquest, (1895) 2 C

h. 377, C
. A

.; A
gius v. G

reat W
estern C

olliery C
o., 

(1899] 1 Q
. B

. 413, C
. A

.

Per A
lderson, B

., at pp. 354, 355, E
ng. R

ep. p. 151.



英
國
私
法
に
於
け
る
因
果
関
係

(
田
中
)

(第
五
巻

第

一
號

一
五
六
)

八

判
決
に
曰
く
、
「
疑
も
な
く
不
法
行
爲
を
犯
す
者
は
そ
れ
よ
り
生
じ
さ
う
な
普
通
の

(自
&
舞
q
)
結
果
に
対
し

て
は
責
任
を
負
ふ
。

然
し
な
が
ら
、

一
般
的
に
云
ふ
と
か
」
る
行
爲
の
自
然
的
叉
は
普
通

の
(影
ε
Hg

o「
o
a
ぎ
9q
)
結
果
で
な

い
損
害
に
対
し

て
は
ー

そ

の
行

爲

よ

り
通

常

(
霧

奏
昌
団
)

生

じ

な

い
結

果

が

、

或

る
現

存

す

る
原

因

の
爲

に
惹

起

せ
ら

れ
第

三
者

に

損

害

を

生

ぜ

し

め

る
に

至

り

さ

う

で

あ

る

こ
と

を

、

不

法

行

爲

者

が
知

り

叉

は
知

る

こ
と

を

得

べ

き

(
ぎ

。
誤

自

冨

ω
層$
ω
8

呂

冨

ヨ
①
§

の
o
h
ぎ

o
乱

ロ
αq
)
こ

と

を
立
設
す
る
に
非
ホ
ん
ば
ー

責
任
を
負
は
な
い
。
か
製
る
損
害
を
豫
期
す
べ
き
理
由
な
く
、
且
不
法
行
爲
を
爲
す
者
が
か
ゝ
る

損
害

を
蓋
然
的
な
ら
し
む
る
が
如
き
事
情
の
存
す
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
場
合
に
於
て
、
若
し
侵
害

(
一ど
自N団
)
が
第

三
者
に
生
じ
た
な
ら
ば
、

そ
の
不
法
行
爲
は
、
訴
訟
上
不
法
行
爲
者
に
責
任
を
負
は
し
め
る
に
至
る
や
う
な
、
侵
害
の
近
接
せ
る
原
因

(箕
。×
喜
舞
⑦
。碧
の①)
で

③

は
な

い
と

一
般

的

に
考

へ
ら

れ

る
o
」

の

原
告

は
パ
ブ
リ
ツ
ク
・
ニ
ェ
ー
サ

ン
ス

な
り
と
し
て
訴

へ
て
ゐ

る
。

ニ
ュ
ー
サ

ン
ス
の
訴
が
成
立
す

る
爲

に
は
そ

の
行
爲

の
近
接

せ
る
結
果
と
し

て
實
害

の
生
ず

る
こ
と

が
必
要
な

の
で
あ
る
。
又
過

失
で
は
な

い
か

と
の
議
論
も
あ

つ
た
が
、
過
失
の
訴

が
成
立
す

る
爲

に
も
そ
の
過
失

の
近
接

せ

る
結
果

と
し
て
實
害

の
生
ず

る
こ
と
を
要

し
、

且
本
件

で
は
水
が
通
常

の
通
り

に
道
路
側

の
溝

へ
流
れ
込
ん
だ

の
で
あ

る
か
ら
、

そ
れ

以
上

に
水
が
ど
う
な
る
か
を

見
張

る
べ
き
注
意
義
務

が
存
せ
ず
、

從

っ
て

過
失
即
ち
注
意
義
務
違

反
と

い
ふ

こ
と
が
初
か
ら
生
じ
な

い
の
で
あ
る

。

参

照

。

爪何

こ
れ

と

同

一
の

考
∴
か

(
北
ハ
に
他

の
鋼
事

は
反
…封
)

及
び

(ordinary)

(natural or ordinary)

(usually)

(know
s or has reasonable m

eans of know
ing)

(injury)

(proxim
ate cause)

Sharp v. Pow
ell  (1872), L

. R
. 7 C

. P. 253.

B
even, O

n N
egligence, 4th ed. by B

yrne and G
ibb, V

ol. 1, pp. 95, 96. O
 g °

Per B
ovill, C

. J., at p. 258.

Pollock, C
. B

., in R
igby v. H

ew
itt (1850), 5 E

x. 240, at p. 243, 155 E
ng. R

ep. 103, at p. 104,

and in G
reenland v. C

haplin (1850), 5 E
x. 243, at p. 248, 155 E

ng. R
ep. 104, at p. 106,



並

に

に

よ

っ
て

オ
バ

イ

タ

・
デ
ィ

ク

タ

と

し

て
述

べ

ら
れ

て

に
於
け

る

の
意

見

に

依

つ
た

も

の

で
あ

る

こ

と

に

つ
い

て
は

蓋
然
説
に
対
し

二
三
説
明
を
加

へ
よ
う
。

二

)

自
然
的

(
暴
け霞
&

の
意
義
i

蓋
然

説
を
表
は
す
爲
に
基
§
㌍
。
『島
舜
蔓
鳩
碧
昏
首
9
。良
等
諸
種

の
形
容
詞

が
用

ひ
ら
れ
る
が

、

最
も
普
通
に
用

ひ
ら
れ
る
の
が

昌
彗
ξ
巴

窪
α
℃
δ
ぴ
薮

。
で
あ

つ
て
そ
の
意
義
に

つ
き

一
言

し

度

い
o
問
題
は

こ
の

「
自
然
的
」
の
意
義
如
何
で
あ
る
。
蓋
然
説
に
反
対

を
唱

へ
た
最
近
の
判
例

に
は

「
起
生
す
る

あ
ら
ゆ
る
事
項
は
自
然

の
秩
序
内
に
於
て
起
生
す
る
の
で
あ

つ
て
、
從

つ
て

『
自
然
的
』

で
あ
る
」
と

い
ふ
や
う
な

①

意
見
も
現
は
れ
て
ゐ
る
が
、
蓋
然
説
の
解
釈

と
し
て
は
こ
の

「
自
然
的
」
は

「
蓋
然
的
」
と
同
義
な
う
と
解
す
る
の

②

が
要
當

で
あ
る
。
現
に

ハ
ド

レ
イ
事
件
自
膿
も

「
自
然
的
に
即
ち
事
物

の
通
常

の
経
過
に
從
つ
て
」
と
し
、

且
そ
の

説
明
の
部
分
に

「
大
多
数
の
事
件
に
於
て
」
と
云

つ
て
ゐ
る
。

英
國

私
法

に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巻

第

一
號

一
五
七
)

九

L
ord W

ensleydale in L
ynch v. K

night (1861), 9 H
. L

. C
. 577, at p. 600, 11 E

ng. R
ep. 854, at p. 863

V
aughan

W
illiam

s, L
. J., in C

ory v. France,  (  1911) 1 K
. B

. 114, at p. 122, C
. A

.

Sharp v. Pow
ell :R

 G
reenland v. C

haplin
Pollock, C

. B
.

C
ockburn, C

. J., in C
lark v. C

ham
bers (1878), 3.Q

.  B
. D

. 327, at p. 336°

(natural)
usual, ordinary, anticipated

natural and probable

Per L
ord Sum

ner, in W
eld-B

lundell v. Stephens, ( 1920) A
. C

. 956, at p. 983.



英
國
私
法
に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巷

第

一
號

一
五
八
)

一
〇

よ

り

の
方

が
よ
り
適
當

な
言
葉
で
あ
ら
う
」

と
云

つ
て
ゐ

る
。

(
二
)

普
通
人
の
到
断
の
墓
礎
と
な
る
べ
き
特
別
の
事
情

は
被
告
が
現
實
に
知
め
た
る
も
の
に
限
ら
れ
る
の
で
あ

る
か
、
或
は
現
實
に
は
知
ら
な
か
つ
た
が
知

る
こ
と
を
得
べ
か
り
し
も
の
を
も
含
も
の
で
あ
る
か
。

シ
ャ
奮
プ
事
件

に
は
「
知
り
叉
は
知
る
こ
と
を
得
べ
き
」
と
あ

る
が
、

ハ
ド

レ
イ
事
件
に
は
特
別
の
事
情
を
知

つ
た
こ
と
を
要
す
る
や

う
な
言
葉
遣
を
し
て
ゐ
る
。
し
か
し

バ
ー3

レ
イ
事
件
に
於
て
特
別
の
事
情
に
言
及
し
て
ゐ
る
部
分

は
、
「
爾
當
事
者
が

契
約
締
結
の
際
に

、
そ
の
契
約
に
違
反
し
た
る
場
合

の
蓋
然
的
結
果

で
あ
る
と
考

へ
た
で
あ
ら
う
と
合
理
的
に
想
像

せ
ら
れ
得
る
損
害
」
に
罫

し
て
も
責
任
を
負
ふ
と
の
法
則

の

一
例
と
し
て
述
べ
た
の
に
過
ぎ
ず
、
中

心
問
題
は
あ
く

⑨

ま

で
右
の
法
則
な
の
で
あ

る
。
而
し
て
被
告
が
現
實
に
は
知
ら
な

い
特
別
の
事
情
で
あ

つ
て
も
普
通
人

の
合
理
的
注

意
を
以
て
す
れ
ば
知

る
こ
と
を
得
べ
か
ウ
し
事
情

で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
情

の
下
に
於
て
普
通
に
生
じ
た
る
損
害

は
尚
爾
當
事
者
が
契
約
違
反
の
蓋
然
的
結
果

で
あ

る
と
考

へ
た
で
あ
ら
う
と
合
理
的
に
想
像

せ
ら
れ
得

る
損
害

で
あ

る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
從

つ
て
現
實
に
は
知
ら
な
か
つ
た
が
、
知

る
こ
と
を
得
べ
か
う
し
特
別
の
事
情

も

④

判
断
の
基
礎
と
な
す
べ
き

で
あ
る
。

B
lackburn, J., C

orby v. T
ham

es Ironw
orks C

o. (1868), L
. R

 3 Q
. B

. 181, at p. 190; Salm
ond, L

aw
 of T

orts, 7th ed.

by Stallybrass, p. 152.
G

rove, J., in Sharp v. Pow
ell (1872), L

. R
. 7 C

. P. 253, at p. 259
[natural

probable

L
ord  E

sher, M
. R

., in H
am

m
ond &

 C
o. v. B

ussey (1887), 20 Q
. B

. D
. 79, at p. 89, C

. A



④

シ
ャ
ー
プ
事
件
に
も
説
明
の
部
分
に
は
軍
に
「知
ら
ざ
る
場
合
に
於
て
」
と
あ
る
。
説
明
の
部
分
の
み
を
重
ん
じ
て
は
な
ら
な
い
。

(
三
)

契
約
違
反
の
場
合

に
被
告
に
特
別
の
事
情
に
よ
る
損
害
に
対
し

て
責

を
負
は
し
む
る
爲
に
は
、
軍
に

そ
の

特
別
の
事
情
を
知
ら
し
め
た
る
を
以
て
足
る
か
、
或
は
被
告
が
か

＼
る
特
別
の
事
情
に
よ
る
損
害
に
対
し

て
も
賠
償

責
任
を
負

ふ
こ
と
を
契
約

の
内
容
と
し
て
そ

の
契
約
を
受
諾
し
π
る
こ
と
を
要
す

る
か
。
法
が
當
然
に
は
認

め
て
ゐ

な

い
結
果
に
対
し

て
責
任
を
負
は
し
む
る
の
に
軍
に
そ

の
結
果
を
知
ら
し
め
π
の
み
に
て
足
る
と
爲
す
の
は
不
正
で

⑤

あ
る
と

の
有
力
な
意
見
が
あ
る
。
し
か
し
私
は
右
に
述
べ
差
如
く
廣
く
そ
の
特

別
の
事
情
を
知
う
又
は
知
る
こ
と
を

得
べ
か
う
し
を
以
て
足
る
と
考

へ
る
の
で
あ

つ
て
、
通
知
あ
ら
ば
勿
論
そ
れ

で
充
分

で
あ

る
と
考

へ
み
。

ハ
ド

レ
イ

事
件
も
特
別
事
情
を
知
ら
ざ
る
場
合

に
責
任
を
負

は
し
め
な

い
理
由
と
し
て

「
若
し
特
別
の
事
情

を
知

つ
π
な
ら
ば

爾
當
事
者
は
契
約
違
反

の
場
合

に
於
け
る
損
害
賠
償
に
關
し
特
別
の
約
欺

を
作

つ
て
契
約
違
反

の
場
合
に
備

へ
た
か

も
知
れ
な

い
の
で
あ
う
、

こ
の
利
益

を
彼
等
よ
り
奪
ふ
こ
と
は
非
常
に
不
正
な
こ
と
で
あ

る
か
ら

で
あ

る
」
と
云
つ

て
ゐ
る
黙
よ
り
考

へ
て
も
、
通
知
を
以
て
足
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
點

に
關
す
る
法
則

の
理
由
が
右

の
如
く
で

あ

る
か
ら
、
私
は
通
知
な
く
と
も
兎

に
角
訴
訟
に
於
て
被
告
と
な
れ
る
者
が
知

つ
て
居
れ
ば
そ
れ

で
充
分
な
り
と
考

①へ
、
省
更
に

一
歩
を
進
め
て
現
實
に
は
知
ら
ず
と
も
普
通
人

の
合
理
的
注
意
を
以
て
す
れ
ば
知
る
こ
と
を
得
べ
か
b

し
場
合
に
於
て
も
同

一
な
う
と
考

へ
る
。
何
と
な
れ
ば
法
律
生
活
に
於
て
は
特
別
な
例
外

の
場
合

を
除
き
人
は
常
に

英
國
私
法
に
於
け
る
因
果
関
係

(
田
中
)

(第
五
巷

第
一
號

一
五
九
)

一
一



英
國

私
法

に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第

五
巻

第

一
號

一
六
〇
)

一
二

普
通
人

の
合
理
的
注
意
を
以
て
行
動
す
る
こ
と
を
要
求

せ
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

叉
英
法
に
於
て
は
特
別

の
事
情

の
知
不
知
の
標
準
と
な
る
時
期
は
、
我
が
國
の
通
説
と
異
な
う
「
契
約
締
結
の
際
」

⑧

⑨

で
あ

る
理
由
も
右
に
述
べ
た
所
か
ら
明
ら
か
で
あ
ら
う
。

は
第

九
版
ま
で

こ
の
意
見

を
強
く
主
張

し
て
ゐ
た

よ
り
引

用

)

よ
り
引

用

)
。

こ

の
考

を

裏

書

す

る
や
う

な
デ

ィ
ク

タ
も

あ

る
。

し
か
し
判
決
と
し

て
は
未
だ
か

Σ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な

い
。

同

説

。

の

不
法
行
爲

の
場
合

に
は
被
告

の
み
そ

の
事
情
を
知

つ
て
ゐ

る
の
で
充
分
な

こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

⑤

通
知

は
契
約
締
結

の
際
に
爲

さ
れ

る
こ
と
を
要
し
、

通
知
を
爲
す
者

が
契
約
締

結
の
當
時
考

へ
て
ゐ
た
事
情
で
あ

つ
て
も
そ
の
後

に
通

知
し
た

の
で
は
不
充
分
で
あ

る
。

⑨
日

不
法
行
爲

の
場
合
に
は
不
法
行
爲

の
時
を
標
準
と
す
る
。

(
四
)

行
爲
者
が
意
欲
乃
至
豫
見
し
た
る
結
果
が
現
實
に
登
生
し
た
る
も
、
そ
れ
は
蓋
然
的
結
果

で
は
な

い
場
合

M
ayne on D

am
ages

2nd ed. p. 10 (L
. R

. 9 Q
. B

. 478

(Salm
ond and W

infied, L
aw

 of C
ontracts, p.  509)  °

6th ed. pp. 30, 31 (16 L
. Q

. R
. 280

W
illes, J., in B

ritish C
olum

bia Saw
-M

ill C
o. v. N

ettleship (1868), L
. R

. 3 C
.

P. 499, at pp. 508, 509; K
elly, C

. B
., M

artin, B
., and B

lackburn, J., in H
orne v. M

idland R
y. C

o. (1873), L
. R

. 8 C
.

P. 131, at pp. 137, 139, 141, E
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即
ち
普
蓮
人

の
合
理
的
注
意
を
以
て
し
て
は
豫
見
し
得
ざ
う
し
も
の
な
る
場
合
に
於
て
、
行
爲
者
が
そ
の
結
果
に
封

し
て
責
任
を
負
ふ
か
。
蓋
然
と

い
ふ
文
字

の
み
を
中
心
と
し
て
考

へ
れ
ば
溝
極

的
に
解
す
べ
き
や
う
で
あ
る
が
、
之

⑨

を
積
極
的
に
解
す
べ
き
こ
と
は
蓋
然
説
を
主
張

す
る
者
の

一
致
し
た
考

で
あ

る
。
こ
れ
形
式
上
は
蓋
然
説
に
修

正
を

⑪

加

へ
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
㍉
問
題
を
實
質
的
に
考

へ
る
と
當
然
の
こ
と

で
あ
る
。
元
來
蓋
然
説
は
因
果
関
係

に

③

つ
き
普
通
人
の
合
理
的
豫
見

の
テ
ス
ト
即
ち
過
失

の
存
否
に
關
す
る
と
同

一
の
テ
ス
ト
を
用

ひ
る
の
で
あ

つ
て
、
過

失

の
内
容

に

一
致
す
る
事
實
に
対
し

て
の
み
因
果
関
係

を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
因
果
関
係

の
問
題
も

一
般
的
に
責
任
を
負
ふ
に
は
有
責

性

(
m
e
n
s
 
r
e
a

)

を
必
要
と
す
と
の
自

己
責
任
の
原
則

の

一
適
用
な
う
と
な
す
も

㈹

の
で
あ
る
か
ら
1

有
責
性
は
過
失
の
み
な
ら
ず
故
意
を
も
含
む
ー

故
意
の
場
合
に
は
故
意
の
内
容
に

一
致
す
る

範
囲

の
事
實
、
即
ち
意
欲
叉
は
豫
見
し
た

る
結
果
に
対
し

責
任
を
負
ふ
の
は
當
然

で
あ

る
。

㈲

從

つ
て
叉
無
過
失
責
任

の
場
合
に
於
て
は
蓋
然

説
を
採
る
べ
か
ら
ざ

る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ

つ
て
、

こ
の
こ
と
は

㈲

ラ

イ
ラ

ン
ズ
対

フ

レ
ツ
チ
ャ
じ
事

件

及
び

ワ

置
ク

メ

ン
ズ

・
コ
ム

ペ
ン
セ
ー

シ
ョ
ン
・
ア
ク

ツ
の
下

に

於

け

る
諸
判
例

の

示

す
所

で
あ

る
o

し

か
し
こ
の
點

に

つ

い
て

の
詳
論

は
本

稿
に
於

て
は
差
控

へ
よ
う
。

　
S
a
l
m
o
n
d
,
 
L
a
w
 
o
f
 
T
o
r
t
s
,
 
6
t
h
 
e
d
.
 
p
p
.
 
1
3
8
,
 
1
4
3
;
 
P
o
l
l
o
c
k
,
 
L
a
w
 
o
f
 
T
o
r
t
s
,
 
1
3
t
h
 
e
d
.
 
p
.
 
3
1
.

前

者
は
之

を
以
て
蓋

然
説

の
撞
張
な
り

と
し
、
後
者

は
か

瓦
る
結
果
も
亦
自
然
的
且
蓋
然
的
結
果

な
り

と
す

る
。

C
a
t
t
l
e
 
v
.
 
S
t
o
c
k
t
o
n
 
W
a
t
e
r
w
o
r
k
s
 
C
o
.
 
(
1
8
7
5
)
,
 
L
.
 
R
.
 
1
0
 
Q
.
 
B
.
 
4
5
3

は
當
該
事
件

の
損
害

は
疏
遠
す
ぎ

る
と
し
た

が
、
B
l
a
c
k
b
u
r
n

英
國

私
法

に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巻

第

一
號

一
六

一
)

=
二



英
國
私
法

に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巻

第

一
號

一
六

二
)

一
四

は
若

し
被
告

が
か

Σ
る
結
果
を
意
欲

し
た
の
な
ら
ば
訴
訟

は
成
立
し
た
で
あ
ら
う

と

去

っ
て
ゐ

る
。
又

も

「
原

告

を

害

せ

ん

と

す

る
意

思

は
:
:
:
損

害

の
リ

モ

ー

ト
ネ

ス

に
關

す

る
如
何

な

る

問

題

を

も
片

附

け

る
」

と
云

つ
て
ゐ

る
。

宮
本
英

雄
氏
、
前
掲
論
文
、
法
學
論
叢

一
一
巻

五
七

一
頁
参
照

。

過
失
は
注
意
義
務
違
反
で
あ

る
が
、
そ

の

「
義
務

の
標
準

は
特
定

の
人
間
が
爲
し
得

る
豫
見
及
び
注
意
で

は
な
く
し

て
、
思
慮

あ

る
人
間
i

平
均
的
思

慮
あ

る
人
間
、
我

々
の
書
物

に
所
謂
合
理
的
人

間
ー

が
そ
の
特
定
人

の
地
位
に
立

つ
た
場
合

の
豫
見
及
び
注
意
で
あ

る
」

も

こ

の
ポ

ロ
ッ
ク

の
言
葉

を
引

い
て

ゐ

る
。

宮
本
英
脩
教
授

、
刑
法
學
粋

一
九
三
頁
は
刑
法
に

つ
き

こ
の
考
を
探

っ
て
ゐ

る
。

宮
本
英
雄
氏

、
前
掲
論
文
、
法
學
論
叢

一
二
巻

一
六
〇
頁
以
下
、

参

照

。

宮
本
英
雄
氏
、
前
掲

論
文

、
法
學
論
叢

一

二
巻

一
六
八
頁

は

こ
の
鋼
決
に
於
け
る
因

果
関
係

は

所

謂
客
槻
主
義

的
相
當
因
果
関
係

説

に

依

つ
て
ゐ

る
と
云
ふ
。

私
も

こ
の
意
見
に
賛
成

で

あ

る
。

(
五
)

結
果
が
豫
見
し
得
べ
き

も
の
で
あ

る
以
上
、
そ
の
結
果
が
現
實

に
生
じ
た
の
は
豫
見
す
る
こ
と
の
出
來
な

い
事
情
に
よ
つ
て
で
あ

つ
て
も
術
蓋
然
的
結
果
と
云
ふ
こ
と
が
出
來

る
。
即
ち

「
過
失
に
よ
つ
て
人
を
…蝶
き
叉
は
そ

の
他

の
方
法
に
よ
つ
て
身
禮
を
傷
害
し
た
場
合

に
は
、
被
害
者
が
若
し
そ
ん
な
異
常
に
薄

い
皮
膚
叉
は
異
常
に
弱

い

心
臓
を
持

つ
て
ゐ
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
そ
ん
な
に

ひ
ど

い
怪
我
を
し
な
か
つ
た
か
或
は
全
く
怪
我
を
し
な
か

つ
た
で

㈹

あ
ら
う
と

い
ふ

こ
と
は
、

被
害
者
よ
う
の
損
害
賠
償

の
請
求
に
対
し

何
等
の
答
辯

と
も
な
ら
な

い
。
」

人
を
礫

き
叉

J., at p. 453
L

ord L
indley in

Q
uinn v. L

eatham
,  (  1901) A

. C
. 495, at p. 537

(Pollock,

L
aw

 of T
orts, 13th ed. p. 455) ° Salm

ond, L
aw

 of T
orts, 7th ed., p. 28

Salm
ond, L

aw
 of T

orts, 5th ed., p. 133.

Sm
ith, op. cit., 25 H

. L
. R

. 234-237

R
ylands v. Fletcher (1866), L

. R
. 1 E

x. 265, E
x. C

h., (1868), L
. R

. 3 H
. L

. 330.



⑰

は
傷
害

し
た
と
き
は
怪
我
を
す
る
の
は
豫
見
し
得
る
こ
と
だ
か
ら

で
あ
る
。

又
結
果
が
豫
見
し
得
べ
き
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
損
害
額
が
豫
見
す
る
こ
と
が
出
來
な
か

つ
た
と
し
て
も
責
任

を
輕
減
す
る
理
由
と
は
な
ら
な

い
。
例

へ
ば
風
釆
よ
う
し
て
は
到
底
何
人
も
百
萬
長
者
と
は
思

へ
な

い
人
を
礫

い
た

場
合
に
於
て
も
、
被
害
者
が
現
實
に

百
萬
長
者

で
あ

つ
た

以
上

は

百
萬
長
者
と
し
て

相
當
な
損
害
賠
償
額
を
支
払

⑯

は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
人
が
怪
我
を
す
る
と

い
ふ

こ
と
は
豫
見

し
得
た
の
だ

か
ら

で
あ
る
。

更
に
故
意
叉
は
過
失

の
場
合

に
豫
見

し
叉
は
豫
見
す
べ
か
O
し
結
果
と
現
實
に
生
じ
た
る
結
果
と
は
、
必
ら
ず
し

㈲

も
総
て
の
黙
に
於
て

一
致
す
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
軍

に

一
般
的
類
型
が

一
致
す
る
の
み
で
充
分
で
あ
る
。

し
か

し
被
告

が
不
法

に
で
あ
る
が
暴
力
を
使

は
ず

に
原
告

の
肩

に
手

を
あ

て
た
虜

、

被
告

が
異
常

に
心
臓
が
弱
か

つ
た
が
爲

め
に
死

亡
し
た
場
合

は
、

そ

の
結
果
は
リ

モ
ー

ト
で
あ

つ
て
被
告

は
責

任
を
負

は
な

い
。
何

と
な
れ
ぼ

こ

の
場
合

に
於

て
は
結
果

そ
の
も

の
が
非
蓋

然
的
で
あ

る
か
ら
で
あ

る
。

参
照
。

総

て
過
失
に

つ
い
て
の
論
述
で
あ

る
が
散
意

の

場
合

も
同

一
な
り
と
考

へ
る
。

一
般

的
類

型
と
は
何

で
あ

る
か

に
つ
い
て
は
種

々
の
場
合

に

つ
い
て
考

へ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
が
、
今

は
之

を
省
略

し
や
う
。

英
國
私
法
に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巷

第

一
號

一
六
三
)

山
五

Per K
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Salm
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Sm
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m
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, p.

142; H
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英
國
私
法
に
於
け
る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巻

第
一
號

一
六
四
)

一
六

(
六
)

行
爲
と
結
果
と

の
間
に
原
告
叉
は
第
三
者
の
行
爲
が
介
入
し
π
る
場
合
に
竜
、
そ
の
行
爲
の
介

入
が
蓋
然

⑳

的
な
る
と
き
は
、
行
爲
者
は
そ
の
結
果
に
対
し

て
責

を
負

ふ
。

⑳

行
爲
の
介
入
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
述
べ
る
か
ら
(一=
ハ頁
以
下
)、
こ
瓦
に
は
そ
の
設
明
を
省
略
す
る
。

四

後

に
述

ぶ

る
如

く
英
國

に
於

て
も

こ
の
蓋
然

説

に
反
対

す

る
判
例

學

読
が

絶
無

で

は
な

か

つ
た

の
で
あ

る
が

、

最

近

特
に

こ
の
蓋

然

読
に
動

揺

を
來

さ
し

め
た

の
は
、

一
九

一
=

年

の
控

訴
裁
判

所

の
判
決

π

る

ボ

レ
ミ
ス
事
件

で
あ

る
。

こ
の
事
件

は
過
失

に
基

く

不
法
行
爲

事
件

で
あ

る
。

傭
船
者
が
そ
の
傭
船
し
た
船
に
多
量
の
ブ
リ
キ
鍵
入
り
の
輕
油
を
積
ん
で
ゐ
た
。
航
海
中
に
そ
の
鍍
か
ら
輕
油
が
漏
れ
て
そ
の
瓦
斯

が
船
鎗
に
充
満
し
て
ゐ
た
。
寄
航
港
で
ベ
ン
ジ
ン
の
箱
を
積
み
換

へ
る
必
要
が
起

つ
た
の
で
、
仲
仕
が
足
場
と
し
て
使
ふ
爲
に
艦

ロ
の

端
に
敷
枚
の
板
を
置
い
た
、
仲
仕
が
ベ
ン
ジ
ン
の
箱
を
入
れ
た
吊
網
を
引
き
上
ぴ
た
際
に
、
過
失
に
ょ
つ
て
網

を
そ
の
厚
板
に
接
燭
さ

せ
、
そ
の
爲
に
厚
板
が
船
鎗
に
落
ち
た
。
厚
板
が
落
ち
た
際
に
火
花
が
出
て
、
そ
こ
に
充
満
し
て
ゐ
た
輕
油
の
瓦
斯
に
引
火
し
て
爆
稜

し
、
火
事
の
爲
に
船
が
全
部
焼
け
て
し
ま
つ
た
。
船
主
よ
り
傭
船
者
に
対
し

て
損
害
賠
償
を
求
め
た
。

控
訴
裁
判
所
は
次
の
如
き
理
由
に
よ
つ
て
船
の
全
便
格
約
二
十
萬
確
の
賠
償
を
命
じ
た
。
厚
板
を
船
艦
に
墜
落
せ
し
め
る
こ
と
か
ら

火
事
が
起
り
船
舶
が
焼
失
し
て
し
ま
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
、
明
ら
か
に
人
が
豫
見
し
、
叉
は
豫
見
す
る
こ
と
を
得
べ
か
り
し
自
然
的
且
蓋



然
的
結
果
で
は
な
い
。
そ
れ
は
奇
抜
な
変
態
的
な
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
厚
板
を
船
鹸
に
墜
落
せ
し
め
た
場
合

に
は
.
船
叉
は
積
荷
に

何
等
か
の
損
害
を
與

へ
る
こ
と
は
普
通
な
の
で
あ
る
か
ら
、
厚
板
を
船
総
に
墜
落
せ
し
め
た
こ
と
自
燧
は
過
失

の
行
爲
で
あ
る
。
故
に

傭
船
者
は
過
失
の
責
任
を
負
ひ
、
從

つ
て
そ
の
過
失
に
よ
る
不
幸
な
る
結
果
に
対
し

て
は
、
假
令
そ
れ
が
性
質
及
び
大
き
さ
に
於
て
合

理
的
な
人
間
の
豫
見
し
得
ざ
る
所
の
も
の
で
あ
つ
て
も
、
全
部
責
任
を
負
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

曰
く
、

「
損
害

の
合
理
的
豫
見
の
存
否
は
過
失
な
り
や
無
過
失
な
り
や
の
行
爲
の
性
質
を
決
す
る
。
か
く
し

て
過
失
な
り
と
決
せ
ら

れ
た
以
上
は
、
特
定
の
損
害
が
賠
償
せ
ら
れ
得
る
か
否
か
の
問
題
は
、
全
く
そ
の
損
害
が
そ
の
行
爲
の
直
接
の
結
果
な
り
や
否
や
と
の

②

問
に
対
す

る
答
に
よ
つ
て
定
ま
る
。
」

叉
曰
く
、

「
行
爲
が
過
失
な
り
や
否
や
を
決
す
る
こ
と
は
合
理
的
人
間
が
そ
の
行
爲
が
損
害
を
発
生

せ
し
め
る
で
あ
ら
う
こ
と
を
豫

見
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
こ
と
玉
關
聯
し
て
ゐ
る
。
合
理
的
人
間
も
豫
見
し
得
な
い
と
き
は
、
そ
の
行
爲
は
過
失
で
は
な
い
。
し
か

し
行
爲
が
損
害
を
襲
生
せ
し
め
叉
は
多
分
叢
生
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
場
合
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
現
實
に
生
じ
た
損
害
が
そ
の
人
が
豫
期

し
た
で
あ
ら
う
損
害
と
正
確
に
同

一
種
類
の
も
の
で
は
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
ー

そ
の
損
害
が
事
實
上
直
接
に
そ
の
過
失
の
行
爲
に
ま

で
源
を
尋
ね
て
行
け
、
そ
の
過
失
行
爲
と
関
係

な
き
独
立

せ
る
原
因
(
そ
の
独
立

の
原
因
が
最
初
の
行
爲
の
成

行

(話
零
犀
)
を
避
け
る

(9<
o置
)

こ
と
の
出
來
な
か
ら
う
場
合
は
之
を
除
く
)
の
作
用
に
よ
る
も
の
で
な
い
限
り
は
ー

重
要
な
こ
と
で
は
な
い
。

一
度
行
爲

⑨

が
過
失
で
あ
る
以
上
、
そ
の
正
確
な
作
用
を
豫
見
し
な
か
つ
た
と
云
ふ
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
。
」

英
國
私
法

に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巻

第

一
號

一
六
五
)

一
七

In re Polem
is and Furness, W

ithy  &
 C

o., C
1921) 3 K

. B
. 560, C

. A
. 

Per W
arrington, L

. J., at p. 574. 

Per Scrutton, L
. J., at p. 577.



英
國
私
法
に
於
け
る
因
果
関
係

(
田
申
)

(第
五
巷

第
一
號

一
六
六
)

一
八

契
約

違

反

の
場
合

に

つ

い
て
も
、

ボ

レ
ミ
ス
事
件

の
前

年

既
に
貴

族
院

に

ボ

レ
ミ

ス
事
件

と

同

一
の
見

解

を
述

べ

④

た

オ

バ
ィ

タ

・
デ
ィ
ク

タ

ム
が

あ

つ
た
o

そ
れ

は

ウ
ヱ
ル
ド

・
ブ
ラ

ン
デ

ル
封

ス
テ
イ
3
ヴ

ン

ス
事
件

に
於

け

る

サ

ム

ナ
卿

の
意

見

で
あ

る
o

原
告
は
自
分
の
投
資
し
て
ゐ
る
會
社
の
業
務
状
態
を
調
査
す
る
爲
に
會
計
士
た
る
被
告
を
雇
つ
た
。
原
告

の
被
告
に
対
す

る
依
頼
駅

の
中
に
は
そ
の
會
就
の
事
務
員
た
る
甲
及
び
乙
に
対
す

る
名
巻
殿
損
的
文
言
が
含
ま
れ
て
ゐ
た
。
被
告
は
そ
の
手
紙
を
同
僚
の
丙
に
手

渡
し
た
。
丙
は
不
注
意
に
も
そ
の
手
紙
を
右
會
社
の
事
務
室

へ
落
し
て
お
い
た
。
會
社
の
支
配
人
が
之
を
見
付
け
て
讃
み
、
そ
の
爲
を

と
つ
て
そ
の
内
容
を
甲
及
び
乙
に
通
知
し
た
。
甲
及
び
乙
は
原
告
に
対
し

て
書
面
誹
殿

(
l
i
b
e
l

)
の
訴
を
提
起
し
、
多
額
の
損
害
賠
償

を
得
た
。
そ
こ
で
原
告
が
被
告
に
樹
し
自
分
が
損
害
賠
償
を
支
払

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

つ
た
の
は
、
被
告
が
原
被
告
間
の
契
約
に

含
ま
れ
た
り
と
看
徴
さ
れ
る
所
の
、
手
紙
を
秘
密
に
し
て
お
く
と
い
ふ
約
束
に
違
反
し
た
こ
と
に
基
く
も
の
な
り
と
主
張
し
て
、
右
賠

償
額
及
び
訴
訟
費
用
の
賠
償
を
求
め
た
の
が
本
件
で
あ
る
。
貴
族
院
は
契
約
違
反
は
あ
つ
た
が
、
原
告
か
書
面
誹
殿
の
訴
で
蒙
つ
た
損

害
は
リ
モ
ー
ト
過
ぎ
る
と
し
、
名
義
上
の
損
害
賠
償

(
n
o
m
i
n
a
l
 
d
a
m
a
g
e
s

)
の
み
を
與

へ
た
。

而
し
て

こ
の
判
決
中
に
於
て

サ
ム
ナ
卿
が
オ
バ
イ
タ
・デ
、
ク
タ
ム
と
し
て

ポ

レ
ミ
ス
事
件
に
ょ
つ
て

採
用
せ
ら
れ
た
法
則
を
銑
に

述
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
先
づ
自
然
的
と
か
蓋
然
的
と
い
ふ
言
葉
は
適
當
な
ら
す
と
し
、
「
自
分
は
直
接

の
原
因
(
d
i
r
e
c
t
 
c
a
u
s
e

)

が

一
番
良

い
表
示
で
あ
る
と
敢
て
考

へ
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
更
に
次
の
如
く
云
つ
て
ゐ
る
。

「
被
告
が
合
理
的
人
間

と
し
て
何

を
豫
見
す
べ
か
り
し
か
は
、
被
告
に
過
失
の
責
あ
り
や
否
や
、
即
ち
そ
の
事
情
の
下
に
於
て
相
當
な
る
注
意

を
鋏
い
た
責
あ
り
や
否
や

の
問
題

の
場
合
に
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
有
責
性

(
c
u
l
p
a
b
i
l
i
t
y

)

に
關
す
る
こ
と
で
賠
償

(
c
o
m
p
e
n
s
a
t
i
o
n

)

に
關
す
る

こ
と
で
は
な
回
。
」
勿
論
サ
ム
ナ
卿
自
身
も
、

本
件
の
事
案
に
於
て
は
支
配
人
が
被
告
よ
り
授
権
せ
ら
れ
す

に
自
分
勝
手
に
手
紙
の
内



容
を
甲
及
び
乙
に
通
知
し
た
こ
と
が
、
被
告
の
契
約
違
反
と
原
告
の
蒙
つ
た
損
害
と
の
聞
の
因
果
関
係
を
中
断
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

は
認
め
た
の
で
あ
る
。

㈲
W
e
l
d
-
B
l
u
n
d
e
l
l
 
v
.
 
S
t
e
p
h
e
n
s
,
 
 
C
 
 
1
9
2
0
)
 
A
.
 
C
.
 
9
5
6
.

⑤
P
e
r
 
L
o
r
d
 
S
u
m
n
e
r
,
 
a
t
 
p
p
.
 
9
8
3
,
 
9
8
4
.

要
す
る
に

ポ

レ
ミ
ス
事
件

の
法
則

は
過
失
の
存
否

(
即
ち
損
害
賠
償
責
任

の
存
否
)
の
問
題
と
因
果
関
係

(
即
ち

損
害
賠
償
責
任
の
範
囲

)
の
問
題

と
は
之
を
峻
別
し
、
前
者
に

つ
い
て
は
普
通
人

の
合
理
的
豫
見
を
以
て
テ
ス
ト
と

爲
す
べ
き
も
、
後
者
に

つ
い
て
は
然
ら
ず
、
假
令
普
通
人
が
合
理
的
に
は
豫
見
し
能

は
ず
と
す
る
も
直
接
の
損
害
は

総

て
賠
償
す
べ
し
と
爲
す
の
で
あ
る
漕

尤
も
こ
の
考
は
そ
れ
以
前
に
も

絶
無
で
は
な
か
つ
た
。

即
ち

一
八
七
〇
年

の

エ
ク
ス
チ
ェ
カ

・
チ
ヱ
ー
ン
バ
裁
判

所
の
判
決

た
る

ス
ミ
ス
封
鐵
道
會
社
事
件

は
右

の
意
見

を
採
用
し
、
且
ビ
ー

ヴ
ン
の

「
過
失
論
」
は
早
く
よ
う

之
の

判
決
を
支
持
し
て
ゐ
だ
。
叉

一
九

一
四
年
の
軍

艦

ロ
ン
ド

ン
事
仲
に
も
同

一
の
意
見
が
現
は
れ

て
ゐ
る
。

⑥
S
m
i
t
h
 
v
.
 
L
o
n
d
o
n
 
&
 
S
.
 
W
.
 
R
y
.
 
C
o
.
 
(
1
8
7
0
)
,
 
L
.
 
R
.
 
6
 
C
.
 
P
.
 
1
4
,
 
E
x
.
 
C
h
.

被
告
鐵
道
会
社

の
使
用
人
が
線

路
近

く

の
野
原

の
草
を
刈
り
生
垣
を
切
り
込
み
、

そ

の
草

や
枝
葉
を
線
路

と
生
垣
と

の
問

へ
積
ん
で
、
非
常

に

暑

い
時
候

に
二
週
間

そ
の
ま

瓦

放
置
し
た

(
こ
れ

が
過

失
)。

か
く
し

て
そ
の
草

や
枝
葉

が
非
常

に
燃
え

や
す
く
な

つ
て
ゐ
た

の
で
、
被
告
会
社

の
機
關
車
か
ら
出
た
火
花

に
よ

っ
て
燃
え
始

め
、

非
常

に
張

い
風

の
爲

に
生

垣
を
焼

き
、
更

に
野
原
及
び
公
道
を
超
え

て
線
路

よ
り
約

二
百
薦

へ

だ
た

つ
て
ゐ
た
原
告

の
小
屋
を
焼

い
た
。

こ
の
事
案

に
於

て

エ
ク

ス
チ
ヱ
カ
・
チ

ェ
ー

ン
バ
裁
判

所
は
被
告
會
祉
は

原
告

の
小

屋

の
焼

失
に
対
し

損

英
國
私
法

に
於
け

る
因

果
関
係

(
田
中

)

(
第

五
管

第

一
號

一
六
七
)

一
九



英
國
私
法
に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巻

第

一
號

一
六
八
)

二
〇

害
賠
償
責

任
あ
り
と
判
決

し
た
。

曰
く

「
合
理
的
人

間
が
何
を
豫
見

し
得

た
か

と
云
ふ

こ
と
は

過
失

の
存
否
に

つ
き
事
件

を
陪
審

に
廻

す
だ
け

の
謹
嫁

が
あ

る
か
否
か

の
問

題
を
考
慮
す

る
に
は
重
要
で
あ

る
。
:
…
・し
か
し

一
度
過
失

の
謎
擦

あ
り

と
決
し
た

る
以
上
は
、
過

失

の
責

あ
る
者
は
豫
見

し
得
た

る
と
否
と
を
問

は
ず
そ

の
結
果

に
対
し

等
し
く
責
任

を
負

ふ
」
。

又

も

同

意

見

で

あ

る
。

第
四
版

の
頁
数

を
引

用
す

る
も
、
そ
れ
以
前
よ
り
同

じ
意
見

で
あ

る
。

米
國

に
は

ス
ミ
ス
事
件

の
支

持
者
が
多

い
。

曰
く

「
自
分

に
は
明
ら
か
に
不
法

な

る
行
爲

の
直
接

の
結
果
で
あ

る
損
失
及
び
損
害

は
常

に
プ

ロ
ク

シ
メ
ー

ト
で
あ
り
、
そ
れ
以
上

の
審

理
は
眞

に
必
要
な
も

の
で
は
な

い
や
う
に
思

へ

る
L
。

し
か
し
彼

は
若

し
自

然
的

に
即
ち
事
物

の
通
常

の
経
過

に
ょ

つ
て
生
じ

る
こ
と
を
要
す

る
も

の
と
し

て
も
、

本
件

の
損
害
は
そ

の
要
件
を

充

し
て
ゐ

る
と
附
け
加

へ
て
ゐ

る
。

ポ

レ
ミ
ス
事
件
が
契
約
違
反

の
場
合

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
大

い
に
講
論

の
あ
る
所
で
あ

つ

て
、
之
に

つ
い
て
は
後
に
論
ず

る
こ
と
＼
し
、

こ
＼
に
は
先
づ
不
法
行
爲

の
場
合

の
み
に

つ
い
て
論
じ
よ
う
。

ボ

レ
ミ
メ
事
件

の
法
則
に
理
論
上
賛
成
た
る
と
反
対

た
る
と
に
論
な
く
、
不
法
行
爲

の
場
合
に
於
け
る
因
果
関
係

①

に

つ
い
て
の
現
行
法
と
し
て
は
そ
の
法
則
に
從
ふ
べ
き
も
の
な

る
こ
と
に

つ
い
て
は
殆
ん
ど
異
論
が
な

い
。
而
し
て

C
hannel,  B

., at D
. 21

B
lackburn, J., at p. 21.

B
even, O

n N
egligence, 4th ed., V

ol. 1, p. 92, note.(o).

B
ohlen, T

he Probable or the N
atural C

onsequence as the T
est of L

iability in

N
egligence, in Studies in the L

aw
 of T

orts, p. 1 et seq; Sm
ith, op. cit., 25 H

. L
. R

. 246 et seq.

H
. M

. S. L
ondon, C

 1914D
 P. 72. E

vans, P., at p. 78
(direct arid

im
m

ediate)



こ
れ
は
判
例

法
解
程
上
當
然

の
こ
と
で
あ
る
と
考

へ
る
。
損
害
賠
償

の
範
囲

に
關
す
る
法
則
は
不
法
行
爲
と
契
約
違

反
と
に
於

て
全
然
同
じ
で
あ
う
、
土
ハ
に
蓋
然
説
に
よ
る
べ
し
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
私
は
不
法
行
爲

は
法
に
よ
つ
て

科

せ
ら
れ
た

一
般
社
会

に
対
す

る
義
務

(
血
二受
)
違
反
で
あ
う
、

契
約
違
反
は
契
約
に
よ
つ
て
自
ら
科
し
た
る
債
務

(
○
露
σq
註
・
昌
)
違

反
で
あ
る
か
ら
そ
の
問
に
差
異
あ
ち
、
両
者

の
場
合

の
損
害
賠
償

の
範
囲

も
異
な

つ
て
差
支
な
き
も

④

の
で
あ

つ
て
、
そ
の

一
方
に
於
け
る
判
決

は
他
方
に
於
け
る
先
例
と
は
な
ら
な

い
も
の
と
考

へ
る
。
從

つ
て
不
法
行

爲
に
於
け
る
因
果
関
係

に

つ
い
て
は

不
法
行
爲
に

つ
い
て
の
劃
例

の
み
を

先
例
と
す
べ
き
で
あ

る
。

然

る
と
き
は

控
訴
裁
剥
所

の
ポ

レ
ミ
ス
事
件
の
法
則
を
違
法
な
う
と
す
る
に
足

る
拘
束
力
あ
る
先
例
な
く
、
同
事
件
が

エ
ク
メ
チ

ヱ
カ
・
チ
ェ
竃
ン
バ
裁
判

所
の

ス
ミ
ス
事
件
に
於
け
る
先
例
に
從

つ
て
判
決

せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
か
ら

、

同
事
件
を
以

て
こ
の
點

に
關
す

る
権
威

あ
る
先

例
と
爲
す
べ
き

は
當
然
で
あ
る
。

(
卒

直

に
)
、

伺
米
國

の

(
卒

直

に
)
、

(
理
論
上
は
反
劉
)
、

(
卒

直

に
)
、

(
行
爲
介

入
の
場
合

に
は

一
部
分
留
保
を
附
け

て
)
。

も
こ
の
説
に
賛
成

な

る
こ
と
及
び
英
國

に
於

て
も
ポ

レ
ミ

ス

事

件

に
よ

つ
て
確

認

せ

ら

れ
た

こ

と
を

述

べ

て
ゐ

る
。

ー
1

但

し
反
対

説

竜

あ

る
。

英
國
私
法

に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第

五
巻

第

一
號

一
六
九
)

二

一

(duty)
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英
國
私
法
に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巷

第

一
號

一
七
〇

)

二
二

ポ

レ

ミ

ス
事

件

に
從

つ
て
ゐ

る
判
決

と

し

て

は

(
不
法

行
爲

事
件

)
が
あ

る
。

⑤

不
法
行
爲

に

つ
き
蓋
然
説

を
採
用
し
た
判
決

は

ω
げ
窟

く
・
害
≦
o
昌

を
初

め
と
し
て
多
く
は
高
等
裁

判
所

又
は
そ
の
前
身
た

る
裁

判
所

の
判
決

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
鋼
決

の
判
旨

に
よ

つ
て
控
訴
裁

判
所

が
拘
束

せ
ら
れ
な

い
の
は
當
然
で
あ

る
。
貴
族
院
叉
は
擦
訴
裁
判
所

の
判
決

中

に
蓋
然

説
を
採
用
し
た
ら
し

い
意
見

も
見

え
て
ゐ

る
場
合
が
あ

る
が
、

そ
れ
は
他

の
説
を
以

て
し

て
馬
同
様

の
結
果
に
到
達
す
る
場
合

で
あ

る
。
例

へ
ば

O
o
び
o
郵

O
民⑦
簿

妻

・
菊
零

○
ρ
"
〔
一c。℃
O
〕
一
ρ

bご
。
心
q
℃
》
O

》
二
〔
一c。
雲
〕
》
.
O

占
℃

は
汽
車

に
あ
ま
り
大
勢
乗
客
を
お
し
込
ん
だ
鴬
財
布

を

盗

ま
れ

た
事
件

で
あ

つ
て
、

か

Σ
る
損
害
は
リ

モ
ー

ト
過
ぎ
る
と

の
判
決

で
あ
り
、
控
訴
裁
鋼
所

に
於

て
も
貴
族
院

に
於

て
も
自
然
的
結
果

で
な

い
か

ら
と
云

っ
て
ゐ

る
判
嘉

が
あ

る
が
、

こ
れ
は
盗
人

の
不
法
行
爲
が
被
告

の
過
失
と
原
告

の
損
害
と

の
間

に
介

入
し
て
ゐ
る
の
で
あ

つ
て
、
ポ

レ
ミ

ス
事
鈴

の
法
則
に
よ

つ
て
も
同
じ
結
果

と
な

る
も
の
で
あ

る
。
即
ち
貴
族
院

は
素
よ
り

捧
訴
裁

判
所

又
は
そ
の
前
身
た

る
裁

判
所

に
ポ

レ
ミ

ス
事
件

の
法
期
に
反
す

る
判
旨

は

一
つ
も
な
か

つ
た

の
で
あ

る
。

然
ら
ば

ポ
レ
ミ
ス
事
件

の
法
則

の
實
膿
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。

ポ

レ
ミ
ス
事
件
以
後
こ
の
點

に
關
す
る

⑧

鋼
例
少
な
く
未
だ
詳
細
に
は
知

る
こ
と
が
出
來
な

い
。

ポ

レ
ミ
ス
事
件
は

「
直
接
な

(
鼻
。9
)
結
果
」
と

い
ふ
言
葉

を
用

ひ
、
そ

の
意
味
は
行
爲
と
結
果
と

の
問
に
そ
の
行
爲
と
関
係

な
き
新
た
な

る
独
立

の
原
因
ー

但
し
そ
の
原
因

が
最
初

の
行
爲

の
成
行

(
『。ω三
什
)
を
避
け
る

(
9<
○
宣
)
こ
と
の
出
來
る
場
合

に
限
る
ー

が
介

入
せ
ざ
る
こ
と

で
あ

⑦

る
と
し

て

ゐ
る
。

ウ
ェ
ル
ー3
・
ブ
ラ

ン
デ

ル
事
件

に
於

け

る

サ

ム
ナ
卿

竜
同
様

な
言
葉

を

用

ひ

同
様

な
意

見

を

述
べ

H
am

brook v. Stokes B
ros.,  [ 1925] 1 K

. B
. 141, C

. A

B
rett, M

. R
., in T

he N
otting H

ill (1884), 9 P. D
. 104, at p. 113, C

. A
.

B
ow

en, L
. J., in C

obb v. G
reat W

. R
y. C

o., [ 1893) 1 Q
. B

. 459, at p. 464, C
. A

.

Sm
ith, op. cit., 25 H

. L
. R

. 126; M
cN

air, T
his Polem

is B
usiness, 4 C

am
. L

. J. 140.

Sharp v. Pow
ell

C
obo v. G

reat W
. R

y. C
o., [ 1893) 1 Q

. B
. 459, C

. A
., [ 1894) A

. C
. 419

(direct)

(result)
(avoid)



て
ゐ
る
。
即
ち
か
＼
る
新
た
な

る
独
立

の
行
爲

の
介
入
せ
ざ
る
限
り
、
不
法
行
爲
者
は
そ

の
不
法
行
爲

の
総
て
の
結

果
に
対
し

損
害
賠
償

の
責
に
任
じ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
と
爲

す
の
で
あ

る
。

行
爲
介
入

の
致
果
に

つ
い
て
は
項
を
改
め
て
説
明
す
る
が
、
行

爲
介
入
な
き
場
合

に
責
を
負
ふ
べ
き

「
総

て
の
結

果
」
と
は
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。

ポ
レ
ミ
ス
事
件

の
法
則
と
錐
も
純
粋
な
條
件
説
を
採

る
も
の

で
は
な
く
、
や
は
う
近
接
な
る
結
果
に
対
し

て

の
み
責
任
を
負
は
し
む
べ
き

こ
と
は
認

め
、
只
蓋
然
的
即
ち
普
通
人

の
合
理
的
豫
見

の
範
囲

内

の
結
果

の
み
を
近
接

せ
る
結
果
と
爲
す
こ
と
に
反
対

す
る
の
み

で
あ
ら
う
。
私

ば
ボ
レ
ミ

ス
事
件
の
法
則
は

所
謂
客
観
主
義
的
相
當
因
果
関
係
説
と

同

一
な
の
で
あ
る
ー

行
爲
介
入
の
効
果

は

別
と
し
て

!
f
と
考

へ
る
。
即
ち
行
爲
介
入
な
き
場
合

に
於

て
は
、
事
後
に
於
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
総

て
の
事
情

を
基
礎
と
し
⑨

て
輕
験
上

一
般
的
な
る
経
過

に
於

て
登
生

し
た
る
総

て
の
結
果
に
対
し

て
責
を
負
ふ
べ
し
と
爲
す
も

の
で
あ
ら
う
。

も
介

入
行
爲

な
き

と
き
も
無
限

に
責

任
を
負

ふ
も

の
で
な

い
と
し
、
不
法
行
爲
者
の
生
ぜ
し
め

た
危
険
状
態

よ
り
生
じ
た
結
果

に
対
し

て
の
み
責

任
を

負

ふ
の
で
あ

る
と

去

つ
て
ゐ
る
。

即
ち
不
法

行
爲
者

の
行
爲
に
よ

っ
て
生

じ
た
状
態

が

ノ
ー

マ
ル
に
な

っ
て

し
ま

つ
て
か
ら
も
、

か

、
る
状
態

の
変
更

な
か
り
せ
ば
か

」
る
結
果
発
生

せ
ざ
り
し
な

る
べ
し
と
の

意
義

に
於

い
て
の
行

英
國
私
法
に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第

五
巷

第

一
號

一
七

一
ゾ

ニ
三

Salm
ond, L

aw
 of T

orts, 7th ed. p., 156; Pollock, L
aw

 of T
orts, 13th ed., p. 31. 

Per W
arrington, L

. J.,  C
1921) 3 K

. B
. 574; per Scrutton, L

. J., [ 1921) 3 K
. B

. 577. 

C
1920) A

. C
. 983 (direct cause), 986.

Salm
ond, L

aw
 of T

orts, 7th ed., p. 163



英
國
私
法
に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巻

第

一
號

一
七
二
)

二
四

爲

の
結
果

が
生

じ
る
場
合

が
あ

る
が
、
か
」
る
結
果

に
対
し

て
は
責
任
を
負
は
な

い
と
云
ふ
の
で
あ

る
。
荷
B
e
a
l
e
,
 
T
h
e
 
P
r
o
x
i
m
a
t
e
 
C
o
n
s
e
-

ρ
q
u
e
n
c
e
s
 
o
f
 
a
n
 
A
c
t
,
 
3
3
 
H
.
 
L
.
 
R
.
 
6
3
3
-
6
5
8
参
照

。

さ
て
次
に
理
論
上
不
法
行
爲
の
場
合
に
蓋
然
説
と

ポ

レ
ミ
ス
事
件

の
法
則
i

直
接
結
果
説
(
d
i
r
e
c
t
 
c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e

r
u
l
e

)と
云
ふ
こ
と
が
出
來

よ
う
ー

と

い
つ
れ
が
優
れ
て
ゐ
る
か
に
つ
い
て
論

じ
よ
う
o
私
は

ボ
レ
ミ
メ
事
件

の
法

則
を
以
て
優
れ
う
と
考

へ
る
。

ポ
レ
ミ
ス
事
件

の
法
則
を
不
可
な
う
と
す
る
考
の
中
心
は
不
法
行
爲
者
が
現
に
豫
見

せ
ず
且
普
通
人
も
合
理
的
に
豫
見
し
得
ざ
る
損
害
に
対
し

て
懐

で
も
賠
償
責
任
あ
う
と
す
る
の
は
不
法
行
爲
者
に
酷

④

な
う
と
す
る
黙
に
あ

る
。
し

か
し
な
が
ら
問
題
は
か
＼
る
豫
見
し
得
ざ

る
損
害
を
、
原
因
を
與

へ
た
不
法
行
爲
者
に

負
担

せ
し
む
べ
き
か
、
將
叉
全
然
罪
な
き
被
害
者
に
負
憺
せ
し
む
べ
き
か
で
あ

つ
て
、
不
法
行
爲
者
に
負
担

せ
し
む

る
を
酷
な
り
と
す
る
は
不
法
行
爲
に
全
然
関
係

な
き
被
害
者

の
立
瘍
を
無

親
す

る
議
論

で
あ
る
。
か
＼
る
損
害
を
全

⑪

然
罪
な
き
被
害
者
に
負
憺
せ
し
む
る
は
最
も
不
合
理
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

叉
故
意
の
場
合

な
ら
ば
右
の
如
き
議
論

で
差
支
な
き
も
単
に

過
失

の
場
合
に
も
同
じ

で
あ

る
と
す
る
の
は
ー

ボ

レ
ミ
ス
事
件
は
過
失

の
事
件
で
あ
る
1

過
失
を
犯
し
た
る
に
過
ぎ
な

い
者
に
酷
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
る
が
、

こ

の
意
見

は
刑
法
上
不
法
行
爲
者
を

罰
す
べ
き
や
否
や
、

叉
は
民
事
上
に
於

て
も
懲
罰
的
損
害
賠
償

(
e
x
e
m
p
l
a
r
y

d
a
m
a
g
e
s

)
を
科
す
べ
き
か
否
か
の
場
合
に
は
正
當
な
意
見

で
あ
る
け
れ
ど
も
、

現
實
に
生
じ
た
損
害
を
何
人
の
負



働

憺
に
蹄

せ
し
む
べ
き
か
の
純
粋
に
民
事
的
賠
償

の
場
合

に
は
賛
成
す

る
こ
と
の
出

來
な

い
議
論

で
あ
る
。

更
に
結
果
と
離
れ

て

一
つ
の
行
爲
を
過
失
と

云
ふ
こ
と
は
あ
め
得
な

い
、
即
ち
或
る
結
果
を
豫
見
す
れ
ば
こ
そ
そ

の
行
爲
が
そ

の
結
果
に
野
し
故
意

で
あ
る
と
同
じ
や
う
に
、
或

る
結
果
を
豫
見
す
べ
か
り
し
が
故
に
の
み
そ
の
行
爲

を
そ
の
結
果
に
対
す

る
関
係

に
於
て
過
失
と
云
ひ
得
る
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ

る
か
ら
、
豫
見

し
得
ざ
め
し
結
果
に
封

⑧

し
て
も
過
失
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
認

む
る
ボ

レ
ミ
ス
事
件

の
法
則

は
誤
う
な
う
と
の
意
見
が
あ
る
。
即
ち

ボ

レ

ミ
ス
事
件

の
事
案
に
於

て
は
厚
板
を
落
し
た
と

い
ふ
行
爲
は
他

の
結
果
に
対
し

て
は
過
失
た
う
得
る
と
す
る
も
、
全

然
豫
見
し
得
ざ
う
し
船
舶

の
焼
失
と

い
ふ
結
果
に
対
し

て
は
過
失
で
あ
う
得
な

い
と

云
ふ
の
で
あ
る
。
過
失
論
を
こ

Z
に
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
出
來
な

い
が
、
私
は
普
通
人
が
共

の
行
爲

か
ら
何
等
か
の
損
害
が
何
人

か
に
生
ず

る
で

㈲

あ
ら
う
と
豫
見
す
べ
か
う
し
場
合

に
は
そ
の
者
に
そ
の
行
爲
に

つ
き
過
失
あ
ウ
と
す
る
に
充
分
な
う
と
考

へ
、

且
ポ

レ
ミ
ス
事
件
の
法
則
が
採
用
し
て
ゐ
る
が
如
く
過
失

の
存
否

の
問
題
と
因
果
関
係

即
ち
損
害
賠
償
の
範
囲

の
問
題
と

⑤

は
之
を
峻
別
す
べ
き

で
あ
る
と
考

へ
る
か
ら
、
こ
の
意
見
に
賛
成
す
る
こ
と
が
出
來
な

い
。

英
國
私
法

に
於
け

る
因

果
関
係

(
田
中
)

(
第

五
巷

第

一
號

一
七
三
)

二
五

Porter, op. cit., 5 C
am

. L
.  J. 178. 

B
ohlen, Studies, p. 2; Salm

ond, L
aw

 of T
orts, 7th ed., p. 162; Porter, op. cit., 5 C

am
. L

. J. 178. 

Sm
ith, op. cit., 2.5 H

. L
. R

 248.

G
oodhart, op. cit., E

ssays pp. 110-128.



英
國
私
法
に
於
け
る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巷

第

一
號

一
七
四
)

二
六

の
採
用
す

る
意
見
で
あ

る
。

同
説

之

に
反
す

る
意
見
は
特
定

の
原
告

そ
の
人

に
損
害
を
與

へ
る
で
あ
ら
う

と

い
ふ
こ
と
を
豫
見
す
べ
か
り
し
場
合

に
の
み
そ

の
原
告

に
対
し

過
失

が

成

立

す

る
と

の
考

で

あ

つ
て

、

こ

の
意

見

は
最

近

ニ

ユ
ー
.
ヨ
冨

ク
州

の

多
敷

説
に
よ

つ
て
明
確

に
採
用
せ
ら
れ
た
。

照

。

行
爲
介
入
の
効
果

に

つ
い
て
述
べ
よ
う
。

ボ

レ
ミ
ス
事
件

は
前
に
述
べ
た
如
く
、
行
爲
と
結
果
と
の
問
に
そ
の
行

爲
と
関
係

な
き
新

た
な
る
独
立

の
原
因
-

但
し
そ
の
原
因
が
最
初

の
行
爲

の
成
行
を
避
け
る
こ
と
の
出
來
る
場
合

に
限
る
ー

が
介
入
し
た
る
場
合

に
は
因
果
関
係

は
中
断
す
る
と
主
張
す
る
。

サ

ム
ナ
卿

は

ウ
3
ル
ー3
・
ブ
ラ

ン
デ

ル
事
件

に
於

て
、

こ

の
問
題

に

つ
き
次

の
如
く

述
べ

て

ゐ

る
。

「
一
般
に

(
特
別
な
る
契
約
及
び
関
係

並
び
に

-使
用
人
の
行
爲
に
対
し

主
人
に
責
任
を
負
は
す
べ
し

-

の

法

諺

の
適

用

な

き

と

き

)

A
が

有

責

(
言

壁
三
件)

で
あ

つ
て

も

、

A

は

第

三
者

た

る
B

が

意

識

的

に

(
ロ
。
=
げ
巽
暮
。
ξ
)
C

に

加

へ
た
侵
害

(Hど
⊆
N図
)
に
対
し

て
は
責
任
を
負
は
な
い
。
A
は
B
の
有
害
な
る
行
動
に
対
し
機
會
を
與

へ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
B

は

Sm
ith v. L

ondon &
 S. W

. R
y. C

o.  (1870), L
. R

. 6 C
. P. 14, E

x. C
h.

M
cL

aughlin, op.

cit., 39 H
. L

. R
. 166.

Palsgraf v. L
ong Island R

. R
. C

o. (1928), 248 N
. Y

. 339

G
oodhart, op. cit., E

ssays, pp. 129-150; H
eyting, op. cit., 44 Judicial R

ev. 248-250

Porter, op. cit., 5 C
am

. L
. J. 183; Sm

ith, op. cit., 25 H
. L

. R
. 124, 225.

R
espondeat superior

(in fault)
(deliberately)

(injury)



そ
の
場
合
に
は
新
た
な
る
独
立

せ
る
原
因
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
…
…
恐
ら
く
は
人
は
B
が
因
果
の
連
鎖
ケ
噛

み
切
つ
た
と
云
ふ
こ
と

③

を
許
さ
れ
る
で
あ
ら
う
Q
L

「
A
の
授
権
叉
は
意
欲
な
き
場
合
に
、
軍
に
陪
審
が
、

B
が
現
實
に
行
動
し
た
る
が
如
く
に
B
が
行
動
す
る
で
あ
ら
う
と
云
ふ
こ
と

が
前
以
て
蓋
然
的
で
あ
つ
た
と
考

へ
た
が
故
の
み
に
、
陪
審
が
終
局

的
に
A
を
し
て
B
の
行
爲
に
責
を
負
は
せ
る
こ
と
が
出
來
る
と
い

ふ
こ
と
は
、
自
分
に
は
法
理
に
反
し
先
例
に
よ
つ
て
維
持
せ
ら
れ
て
ゐ
な

い
や
う
に
考

へ
ら
れ
る
。
」

私

は

こ

の
サ

ム
ナ
卿

の
意
見

の
前

者

に
は
賛

成
す

る
が

、
後

者

、
即
ち

そ

の
行
爲

の
介

入

す

る
こ
と

が

不
法
行

爲

の
蓋

然
的
結

果

で
あ

る
場
合

に
も
尚

因
果
関
係

が
中

断

す

る
と

の
考

に
は
賛

成

す

る

こ
と
が
出

來
な

い
。
以

下
に

順

次

説

明

し
や

う

。

③

こ
れ
を
從
來

の

に
対
し

、

と

云

ふ

こ

と

が
出

來

る
。

(
一
)

因
果
関
係

を
中
断

せ
し
む
る
爲
に
は
そ
の
新
介
入
行
爲

が
原
告
叉
は
第
三

者
の
意
見
に
基
く
行
爲

(8
叶
O
h
<
。
臣
。
昌
)
な

る
こ
と
を
要
す
軌
。

我
々
が
蹄
責
と

い
ふ
こ
と
を
考

へ
得
る
の
は
人

の
意
思
に
基
く
行
爲
に
対
し

て
の
み
で
あ
る
か
ら

、
意
思
に
基
く
行
爲
が
介
入
し
て
始

め
て
そ

の
後

の
結
果

は
そ
の

⑤

意
思
に
基
く
行
爲
に
責
を
蹄
す
べ
し
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
意
思
に
基
く
行
爲

の
直
接
の
結
果
な
う
と
云
ふ
こ
と
が
出

英
國
私
法
に
於
け

る
因

果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巻

第

一
號

一
七
五
)

二
七

Per Scrutton, L
.  J.  , (1921) 3 K

. B
. 577.

Per L
ord Sum

ner, C
1920]  A

. C
. 986, 988.

probability test
isolation test

(novus actus interveniens)

(act of volition)



英
國
私
法

に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巷

第

一
號

一
七
六
)

二
八

來
る
の
で
あ
る
。
意

思
に
基
く
行
爲

の
介
入
あ
う
て
そ

こ
に
新
た
な
る
因
果
関
係

の
進
行
あ
り
、
そ
れ
以
後
の
結
果

'
⑧

は
最
初

の
行
爲

の
問
接
の
結
果
と
な
る
の
で
あ

る
。
之
に
反
し
意

思
に
基
か
ざ
る
行
爲
即
ち
輩
な
る
反
射
的
行
爲

の

如
き
は
眞
に
行
爲
と

い
ふ
に
適

せ
ず
、
因
果
関
係

中
断
の
効
力

を
有
し
な

い
。

意
思
に
基
く
行
爲
が
因
果
関
係

を
中
断
せ
し
む
る
理
由
が
右

の
如
く
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
行
爲
が
適
法
な

る
と
赦

さ
れ
た
る
も
の

(
j
u
s
t
i
f
i
a
b
l
e

)

な

る
と
過
失
に
よ
る
と
そ
の
他
の
不
法
行
爲
た
る
と
に
よ
つ
て
差
異
を
生
じ
な

奴
。

介
入
行
爲
が
第
三
者

の
不
法
行
爲

の
場
合

に
の
み
因
果
関
係

の
中
断
を
認
め
や
う
と
す
る
意
見

の
あ
る
の
は
、
介
入

行
爲
が
適
法
叉
は
赦

さ
れ
た
る
も
の
な
る
と
き
は
原
告
は
結
局
被
告
に
も
そ

の
第
三
者
に
も
損
害
賠
償
を
請
求
す
る

こ
と
を
得
ざ
る
こ
と
＼
な
り
不
合
理
な
り
と
考
ふ
る
に
依
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
當
然

の
こ
と
で
あ

つ

て
敢
て
不
合
理
と
爲
す
に
當
ら
な

い
。
し

か
も
被
告
が
そ

の
第
三
者
の
行
爲
を
誘
致
し
叉
は
豫
見
す
べ
か
う
し
が
如

き
特
別
の
場
合

に
は
、
後
に
述
ぶ
る
例
外

の
場
合

と
し
て
、
行
爲
介
入
後
の
結
果
に
対
し

て
も
被
告

に
損
害
賠
償
責

任
を
負
憺

せ
し
め
る
こ
と

＼
な
る
か
ら
實
際
上
も
不
都
合
は
生
じ
な

い
。

④

サ

ム
ナ

卿

も

「
d
e
l
i
b
e
r
a
t
e
l
y

に
」

と

云

つ
て
ゐ

る
。
S
a
l
m
o
n
d
,
 
L
a
w
 
o
f
 
T
o
r
t
s
,
 
7
t
h
 
e
d
.
,
 
p
.
 
1
6
7
;
 
T
e
r
r
y
,
 
P
r
o
x
i
m
a
t
e
 
C
o
n
s
e
q
u
e
n

c
e
s
 
i
n
 
t
h
e
 
L
a
w
 
o
f
 
T
o
r
t
s
,
 
2
8
 
H
.
 
L
.
 
R
.
 
2
1
;
 
M
c
L
a
u
g
h
l
i
n
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
,
 
3
9
 
H
.
 
L
.
 
R
.
 
1
6
8
.

⑤

こ
の
場
合

の
婦
責

と
は
損
害
賠
償
責
任

を
館
せ

し
む

る
場
合

の
み
を
指

す
の
で
は
な

い
。
廣
く
箪

に
法
律

上

の
効
果
に
対
し

そ
の
原
因
た

る
地

位
を
蹄
せ
し
む

る
の
意
味

に
過
ぎ
な

い
。

行
爲

が
適
法
な

る
と
き

の
如
き
は
損
害
賠
償
責

任
を
負

は
し
む

る
の
限
り
で
は
な
い
。



⑤

間
接

の
結
果

に
対
し

て
は
全

然
責

任
を
負

は
な

い
と
云
ふ

の
で
は
な

い
。
後

に
諸
種

の
例
外

の
場
合

を
挙
げ

る
。

第
三
者

の
故
意

に
基
く
行
爲

の
介
入

の
例
と
し

て
は
既
に
述

べ
た

(本

稿

一
八
頁

)
、

(
本
稿

二
二
頁
註
五
)
等

が
あ

る
。

第

三
者

の
過
失
行
爲
介

入
の
例

、

被
告
汽
船

の
過
失

に
よ

つ
て
籔

回

の

船
舶
衝
突

の
起

つ
た
凄
件
で
あ

る
が
、

被
告

の
過
失
が
最
後

の
衝
突

の
直
接

の
原
因
な
り
と

い
ふ
爲

に
は
最
後

の
衝
突

の
爾
汽
船

に
過
失
な
か
り

し
こ
と
を
立
證

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
判
決

し
た
。

被
告

が
原
告

の
精
神
状
態

が
未
だ
健
全
で
な

い
と
云

つ
た

の
で

原
告
が
長

い
間
精
神

病
院

へ
監
禁

さ
れ
た
事
件
。
精
神

病
院

の
管

理
者

が
審
査

の
上
監
禁

し
た
の
で
あ

る
か
ら

(
精
騨
病
院

の
管
理
者

の
行
爲
は

適

法
で
あ

つ
た
)
因

果
関
係

中
噺

す
と
判
決

せ
ら
れ
た
。

原
告

の
行
爲
介
入

の
例
、

被
告
汽
船

の
過
失
に
よ
り
英
國
潜
水
艦
が
沈
ん
だ
。
國

王
が
乗
組
員

の
逡
族

に
恩
恵
的
に
年
金
を
與

へ
た
。

年
金
支
払

に

よ
る
損
害

は
被
告

よ
り
回
復
す

る
こ
と
が
出
來

な

い
と
判
決

せ
ら
れ
た
。

被
告

の
過
失

と
原
告

の
過
失
と

の
双
方

が
原
因

と
な

つ
て
損
害

の
登
生
し
た
場
合

に
原
告

に
損
害
賠
償
請
求
権

を
輿

へ
な

い
と

い
ふ
の
が

助
成

過
失

の
法

理
で
あ

る
が
、
同

一
の
法
理
が
原
告

に
損
害
賠
償
請
求
椹
発
生

後
損
害

の
櫓

加

に
っ
き
原
告

に
過
失
あ

り
た

る
場

合
に
も
適

用
せ
ら
れ

る

⑤

か
」

る
意

見
を

(
本
稿
四
頁

註

一
参
照

)
と
蓉

ふ
。
前
註

の
引

用
参
照

。

(
二
)

右
の
如
き
新
介
入
行
爲
が
被
告
の
行
爲
の
自
然
的
且
蓋
然
的
結
果
な
る
場
合
、
即
ち
被
告
が
そ
の
行
爲
の

英

國
私
法
に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第

五
巷

第

一
號

一
七
七
)

二
九

Salm
ond, L

aw
 of T

orts, 7th ed., p. 167; H
eyting, op. cit., 44 Judicial R

ev. 272.

W
eld-B

lundell v. Stephens,  C
  1920J A

. C
. 956

C
obb v. G

reat W
. R

y. C
o., r1893] 1 Q

. B
. 459. C

. A
., (.1894J A

. C
. 419S. S. Singleton A

bbey v. S. S. Paludina, C
1927) A

. C
. 16.

H
arnett v. B

ond, [ 1925) A
. C

. 669.

S. S. A
m

erika, [1917]  A
. C

. 38.

(contributory negligence)

(per L
ord Sum

ner, in A
dm

iralty C
om

m
issioners v. S. S. C

hekiang, [1926) A
. C

. 637, at

p. 646) °

last (or nearest) w
rongdoer rule



英
國
私
法
に
於
け
る
因
果
関
係

(田
中
)

(第
五
巷

第
一
號

一
七
八
)

三
〇

介
入
を
自
己
の
行
爲

の
結
果
と
し
て
豫
見
し
叉
は
豫
見
す
る
こ
と
を
得
べ
か
う
し
場
合

に
於
て
竜
術

因
果
関
係

の
中

噺
を
認
む
べ
き
で
あ
る
か
。
蓋
然
読
は
か
＼
る
場
合

に
は
因
果
関
係

の
中
噺
を
認

む
べ
か
ら
ず
と
爲
凱
。
然

る
に
前

述

の
如
く
ウ
ェ
ル
ド
・
ブ
ラ

ン
デ

ル
事
件
に
於
け
る
サ

ム
ナ
卿

は
か

＼
る
場
合

に
も
省
中
断
を
認
む
べ
し
と
の
意
見
で

あ

る
。

し
か

し

私

は

こ

の
サ

ム
ナ
卿

の
意
見

i
f

オ

バ
ィ

タ

・
デ
ィ
ク

タ

ム
に
過

ぎ
な

い
ー

に

は
賛

成
す

る
こ
と
が
出

來
な

い
。
サ

ム
ナ
卿
目
身
も
行
爲
の
介
入
あ
る
に
も
拘
ら
ず
例
外
と
し
て
因
果
関
係

の
中
断
せ
ざ
る
場
合

の
あ
る
こ

と
は
認

め
る
の
で
あ

つ
て
f

か
＼
る
例
外
に

つ
い
て
は
次
に
説
明
す
る
ー

殊
に
そ
の

一
つ
の
場
合

と
し
て

「
被

告
に
よ
つ
て
爲
さ
れ
完
事
物

の
結
果
と
し
て
、
第
三
者
が
自
己
の
爲
に
叉
は
他
人
に
対
す

る
結
果
に
關

し
無
關

心
の

状
態

に
於
て
、
被
告
が
行
動
さ
せ
よ
う
と
思

つ
た
通

り
に
叉
は
行
動
す
る
で
あ
ら
う
と
豫
見
し
カ
に
蓮

ひ
な

い
如
く

に
行
動

し
拠
」
場
合

を
も
基
げ

て
ゐ
る
の
で
あ

つ
て
、

こ
れ
か
＼
る
場
合

に
は
そ

の
第
三
者
も
亦
責
任
を
負
ふ
と
否

と
に
拘
ら
ず
被
告
に
も
責
任
を
負

は
せ
る
の
を
以

て
法
律

上
妥
當
な
り
と
考

へ
π
か
ら

で
あ
ら
う
。
然
ら
ば

一
歩
を

進
め
て
そ
の
第
三
者
が
他
人
に
損
害
を
及
ぼ
す
こ
と
を
知
う
な
が
ら
行
動
し
控
る
場
合

に
於

て
も
、
●
叉
第
三
者
が
か

く

の
如
く
行
動
す

る
で
あ
ら
う
こ
と
が
蓋
然
的
即
ち
普
随
人
が
合
理
的
に
豫
見
す
べ
か
り
し
場
合

に
於
て
も
!

サ

ム
ナ
卿

の

「
豫
見
し
π
に
違

ひ
な

い
」
と
は
普
通
人
が
合
理
的

に
豫
見
す
べ
か
り
し
場
合

と
如
何
程
の
差
異
が
あ
る



③

の
で
あ
ら
う
か
ー

同
様
に
被
告
に
責
任
を
負

は
し
め
た
方
が
よ
り
妥
當
な
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
私
は
両
者

の
瘍

合
を
区
別
す
べ
き
理
由
を
登
見
し
得
な

い
。

省
私
は

ポ
レ
ミ
ス
事
件

の
法
則

は
從
來
の
蓋
然
説
に
よ
る
因
果
関
係

の
範
囲

を
籏
張
し
た
る
も

の
で
あ

つ
て
、
之

③

を
縮
少
す
る
も
の
で
は
な

い
と
思
ふ
。
即
ち
、
ポ

レ
ミ
ス
事
件
の
法
則
は
蓋
然
的
結
果

で
な
く
と
も
直
接
な
る
結
果

に
対
し

て
責
任
を
負
ふ
と

い
ふ
こ
と
及
び
直
接
の
結
果
と
は
そ
の
行
爲
と

の
問
に
新
た
な
る
独
立

の
行
爲
の
介
入
し

な

い
結
果

で
あ
る
こ
と
を
定
め
た
の
み
で
あ
つ
て
、
決
し
て
間

接
な
結
果
に
対
し

て
は
絶
対

に
責
任
を
負

は
ず
と

い

ふ

こ
と
を
定

め
た
も
の
で
は
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
如
く
解
し
て
も
決

し
て
ボ

レ
ミ
ス
事
件

の
法
則
に
反
す
る

も
の
で
は
な

い
。

行
爲

の
介

入
に
よ
る
因
果
関
係

の
中
噺

を
漸
次
認

め
な
く
な

つ
た
沿
革

に

つ
き
、

宮
本
英
雄
氏
、
前
掲
論
文

、
法
學
論
叢

一
一
巻

四
三
二
頁
以

下
参
照
。

は

こ
の
サ
ム
ナ
卿

の
意
見
に
不
賛
成

で
あ

る
。
し
か

る
に
同
書

の
第

七
版
に
於

て

は
之

に
賛
成
し
(

且
近
時

の
判
例

の
傾
向
は

こ
の
サ
ム
ナ
卿

の
意
見
に
賛
威
で
あ

る
と
し
、

を
引

用

し

て

ゐ

る
。

し
か

し

私

は

こ

の
二

つ
の
判

決
共

に
敢

て
さ
う

い
ふ
傾
向
を
表
は
し

て
ゐ

る
も

の
と
は
思
は
な

い
。

英
國
私
法

に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中

)

(
第

五
巻

第

一
號

一
七
九
)

=
二

 Sallnond, L
aw

 of T
orts, 5th ed., p. 140; B

rett, L
. J., in B

ow
en v. H

all (1881), 6 Q
. B

. D
. 333, at p. 338, C

. A
.

M
cL

aughlin op. cit., 39 H
. L

. R
. 175; H

eyting, op. cit., 44 Judicial R
ev. 279, 281.

Salm
ond, L

aw
 of T

orts, 6th ed., pp. 155-172

Stallybrass
( 7thed.,p. 168)'

S. S. Singleton

A
bbey v. S. S. Paludina, C

1927) A
. C

. 16; H
arnett v. B

ond, C
1925) A

. C
. 669



英
國
私
法
に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巻

第

一
號

一
八
〇

)

三
二

P
e
r
 
L
o
r
d
 
S
u
m
n
e
r
,
 
i
n
 
W
e
l
d
-
B
l
u
n
d
e
l
l
 
v
.
 
S
t
e
p
h
e
n
s
,
 
 
C
1
9
2
0
)
 
A
.
 
C
.
 
9
5
6
,
 
a
t
 
p
.
 
9
8
5
.

吻

サ
ム
ナ
卿
は
そ
の
場
合
に
當
る
例
と
し
て
R
e
x
 
v
.
 
M
o
o
r
e
 
(
1
8
3
2
)
,
 
3
 
B
.
 
&
 
A
d
.
 
1
8
4
,
 
1
1
0
 
E
n
g
.
 
R
e
p
.
 
6
8

を
引
い
て
ゐ
る
が
、
同
事
件

は
次
の
如
く
で
あ
る
。
被
告
は
自
分
の
土
地
を
鳩
を
射
る
爲
に
使
用
し
て
ゐ
た
。
そ
の
結
果
怠
け
者
達
が
そ
の
土
地
よ
り
外
へ
逃
げ
出
す
鳩
を
射

る
目
的
を
以
て
、
そ
の
土
地
の
外
側
へ
集
ま
つ
た
。
彼
等
の
集
ま
つ
て
來
る
の
は
被
告
の
意
思
に
反
し
て
ゐ
た
が
、
彼
等
に
よ
つ
て
原
告
所
有
の

土
地
の
上
に
加
へ
ら
れ
た
損
害
に
謝
し
、
被
告
に
賠
償
責
任
あ
り
と
判
決
せ
ら
れ
た
。

◎
P
o
l
l
o
c
k
,
 
L
a
w
 
o
f
 
T
o
r
t
s
,
 
1
3
t
h
 
e
d
.
,
 
p
.
 
3
1

は
、
先
づ
普
通
人
の
豫
見
す
べ
か
り
し
結
果
及
び
不
行
爲
者
が
豫
見
し
た
る
結
果
に
対
し
、

不
法
行
爲
者
が
責
任
を
負
ふ
べ
き
こ
と
を
蓮
べ
、
次
に
不
法
な
り
と
せ
ら
れ
た
行
爲
が
不
法
行
爲
者
の
合
理
的
豫
見

の
外
に
於
け
る
結
果
の
直
接

の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
場
合
に
も
不
法
行
爲
者
に
責
任
あ
る
旨
を
述
べ
て
ゐ
る
。

(
三

)

中

断

の
法
則

に
対
す

る
例
外

。
右
に

述
べ

た
場
合

は
因
果
関
係

中
噺

の
法
則

に
対
す

る
重
要

な

る

一
つ
の

例
外

で
あ

る
が

、
そ
れ

以
外

に
も

例
外

を
爲

す
場
合

が
あ

る
。
而

し
て

か

＼
る
例
外

は

サ

ム
ナ
卿

自
身

も

之

を
認

め
て

ゐ
6

。
そ

の
例
外

と

は
次

に
列
基

す

る
が

如
き
場
合

で
あ

つ
て
、

か

＼
る
場
合

に

は
行
爲

の
介

入
あ

る
も

因
果
関
係

は
中

噺

せ
ず

、
最
初

の
行

爲
者

が
介

入
行
爲

に

よ

る
結
果

に
対
し

て
も
賠
償
責

任

を
負

は
な

け

れ

ば

な
ら

な

い
。

而

し

て
以

下

の
各
場
合

を

仔
細
に
槍

討

す
れ
ば

そ

の
多
く

は
最
初

の
行
爲

の
蓋
然

的
結

果

で
あ

つ

て
、
(
二

)
に
述

べ
た

粉

例
外

の
中
に
包
含

せ
ら

る
べ
き

で
あ
6
。

し
か
し
行
爲

の
介
入
が
軍
に
最
初
の
行
爲
の
蓋
然
的
結
果
な
る
の
み
に
て

は
、
中
噺

の
法
則

の
例
外
を
認

め
な

い
學
説
に
於

て
も
、
か
＼
る
場
合

に
は
例
外
を
認

む
る
も
の
な
る
之
と
を
示
す

も
の
と
し
て
、
蓋
然
的
結
果
の
中
に
包
含

せ
ら

る
べ
き
場
合
を
も
列
基
す
る
こ
と
＼
し
た
。



燭

サ

ム

ナ
卿

は

〔
お
8

〕

》
.
O
・
℃
o。α

に

於

て
五

つ

の
例

外

の
場
合

を
列

畢

し

て
ゐ

る
。

も
大
盟

之
に
よ

つ
て
ゐ
る
。
私

の
以
下

に
述

べ
る
所

も
大
髄

こ
の
両
者

に
よ
る
の
で
あ

る
。
術

参

照

。

(
イ
)

被
告
が
そ
の
介
入
せ
し
行
爲
を
爲
す
こ
と
を
命
じ
、
敏
唆

し
、
叉
は
必
要
な
る
手
段
を
用

ひ
て
故
意
に
誘

致
し
た
る
場
合

。
被
告
に
よ

つ
て
爲

さ
れ
た
事
物
の
結
果
と
し
て
、
第
三
者
が
自
己
の
爲
に
叉
は
他
人
に
対
す

る
結

果
に
關
し
無
關

心
の
状
態
に
於
て
、
被
告
が
行
動
さ
せ
よ
う
と
思
つ
た
通
り
叉
は
行
動
す
る
で
あ
ら
う
と
豫
見
し
た

⑰

に
違

ひ
な

い
如
く
に
行
動

し
た
場
合
も
之
に
類
似
し
た
場
合

で
あ
る
。

の
塞
げ
た
例

は
、

被
告
が
盗
ま
れ

る
だ
ら
う
と

の
意
思

を
以

て
原
告

の
物
品
を
盗
人

の
活
動

範
囲

内

へ
お

い
た
場
合
で
あ

る
。

17

本

稿

三
〇
頁

三

二
頁

註

一
二
参
照
。

(
ロ
)

介
入
者
が
無
責
任
に
し
て
且
被
告
が
か
＼
る
介
入
を
豫
見
す
べ
か
う
し
場
合

。
而

し
て
サ

ム
ナ
卿
が

か
＼

⑲

る
無
責
任
の
介

入
者
と
し
て
基
げ
て
ゐ
る
者
は
⑧
小
見
そ
の
他
無
責
任
な

る
者
叉
は
他
人
を
害
す
る
意
思
な
し
に
赦

さ
る
べ
き
不
知

の

状
態
に
あ

る
者
、
及
び
㈲
被
告

の
不
法
行
爲
に
よ
う
て
生
じ
た
赦
さ
る
べ
き
驚
き
の
状
態
に
あ
る

蓉

で
あ

る
が
、

サ

ム
ナ
卿
の
引

い
て
ゐ
る
他

の
場
合

即
ち
⑥
他
人
を
害
す
る
意
思
な
し
に
自
己
の
権
利
の
行
使
叉
は

英
國
私
法
に
於

け

る
因

果
関
係

(
田
中

)

(
第

五
巻

第

一
號

一
八

一
)

三
三

181

 C
1920J A

. C
. 985

Salm
ond, L

aw
 of T

orts, 7th ed., pp. 173--

H
eyting, op. cit., 44 Judicial R

ev.

273-275

H
eyting, op. cit., 44 Judicial R

ev. 279.

Salm
ond, L

aw
 of T

orts, 7th ed., p. 174



英
國
私
法

に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

ハ
第

五
巷

第

一
號

一
八
二
)

三
四

防
衛

の
爲
に
行
動
す
る
者
の
行
爲
が
介
入

し
た
場
合

も
之
に
類
似

し
た
場
合

で
あ
る
・

サ

ム

ナ
卿

は

に
於

て
は
被
告
が
か
製

る
介

入
を
合

理
的

に
豫

見
し
得

べ
き

で
あ

つ
た

こ
と
を

要
件

と
は
し

て
ゐ
な

い
が

に
於

て
之
を
要
件
と
し

て
ゐ
る
。

も
之

を

要
件

と

し

て

ゐ

る
。

英
法

に
於

て
は
小
見

と
錐
も
不
法
行
爲
に
於

て
は

一
般

的
に
免
責

せ
ら
れ

る
も
の
で
は
な

い
。

し
か
し
小
晃

の
行
動
を
評
価

す

る
に
は
そ
の
本

來

の
性
質

た
る

い
た
づ
ら
を
好
む
こ
と
を
考
慮

に
入
れ
ら
れ

る
。

殊

に
小
見

の
い
た
づ
ら
が
介

入
し
た
場

合
に
は
、
最
初

の
不
法
行
爲
者

が
そ

の

い
た
づ

ら
に
よ

つ
て
生
じ
た
結
果
に
対
し

て
も
賠
償
責

任
を
負

ふ
場
合

が
多

い
の
で
あ

る
。

こ
の
場
合

の
例

と
し

て
常

に
引

用
せ
ら
れ

る
の
は

で
あ

る
。
事
實

は
被

告
が
点
火
し
た
爆
管

を
群
衆

の
中

へ
投
げ
込
み
、
自
分

の
近
く

へ
投
げ
ら
れ
た

人

が
順
次

に
自
分

の
負
傷

を
免
れ
る
爲

に
他

に
投
げ
、
最
後
に
原

告

の
近
く
で
爆
発
し

て
原
告

が
失
明
し
た
。

被

告
に
損
害
賠
償
責
任
あ
り
と
せ
ら
れ
た
。
即

ち
急
迫
な

る
危
険

に
曝

さ
れ
た
者

は
そ
の
急
迫
な

る

事
情

の
下

に
於

て
そ

の
危
険

を
免
れ
る
爲
に
合
理
的
な
り
と
考

へ
ら
れ

る
行
動

を
し
た
と
き
は
そ
の
者
に
責

任
が
な
く

、

最
初

の
行
爲
者

に
責

任

あ

り

と

の
法

理

で

あ

る
。
之

を

し

か

し

こ

の
の
場
合

に
於
け

る
適
用

の
有
名
な
判
例

は

に
於

て

の
法
理
と
云
ふ
。

こ
の
法
理

の
助
成
過
失

の
法

理
が
如
何
な

る
範
囲

に
於

て
認

め
ら
れ

る
か

に
つ
い
て
、

で

あ

る
。

は
人
身

に
対
す

る
危
険

に
限
り
且
驚

い
て
直

ち
に
行
動
し
た
場
合
に
限
ら
ん
と
し
、

は
財
産

に
対
す

る
危
険

の
場
合

に
も
捜

げ
、

且
廣
く
非
自
然
的
に
で
な
く
行
動
し
た
場
合

に
撞

げ
ん
と
の
意
見
で
あ

っ
た
。

の
意
見

の
方

が
優
勢

の
や
う
で
あ

る

而
し
て

こ
の
意
見
は
結
局
行
爲

 C
1920) A

. C
. 985

H
am

ilton, L
. J. (now

 L
ord Sum

ner), in L
atham

 v. Johnson, C
1913J 1 K

. B
. 398, at p. 413

Salm
ond, L

aw
 of T

orts, 7th ed.,

L
ord E

sher, M
. R

., in E
ngelhart v.

Farrant &
 C

o., C
 1897] 1 Q

. B
. 240, at p. 243, C

. A
.

Scott v. Shepherd (1773), 2 B
l. W

. 892, 96 E
ng. R

ep. 525

negligence)

choice of evils

alternative danger

Paludina, C
 1927J A

. C
. 16

alternative danger

Jones v. B
oyce (1816), 1 Stark. 493, 171 E

ng. R
ep. 540

L
ord Sum

ner

(contributory

S. S. Singleton A
bbey v. S. S.

L
ord Phillim

ore

L
ord Phillim

ore
(Salm

ond, L
aw

 of T
orts, 7th ed., p. 179) °



の
介
入
が

最
初

の
行
爲

の

蓋

然
的
結
果
な

る
と
き
に
は

廣
く
中
臨

の
法
則
に
対
す

る
例
外
を

認

め
ん
と
す

る

説

の

一
適

用

と
な

る
の
で
あ

る

被
告

の
船
舶

の
不
適
當

な
航
海

に
よ
り
、
他

の
船
舶

が
航
路
を
変
更

す
る
必
要
を
生
じ
、
そ

の

爲

原
告

の
船
舶

に
損
害
を
與

へ
た
事
件
。

サ

ム
ナ
卿

は

こ
の
例

と

し

て

を

も
引

い
て
ゐ

る
が

、

こ

の
判
決

は
寧

ろ

こ

の
事

件

を
次

に

蓮

ぺ
る
危
陰
物

と
し

て
取
扱

つ
て
ゐ

る
。

事
實

は
次

の
如
く
で
あ

る
。
被

告
が
不
法

κ
道
路

に
鐵

の
忍
返

の
あ

る
妨
害
物
を
水
平

に
お

い
て
あ

つ

た
。
第

三
者

が
そ
の
道
を
通
ら
う

と
し
て
之

を
垂
直

に
立

て
た
。

原
告

が
暗
く
な

つ
て
か
ら
そ

こ
を
通

っ
て
、

そ
の
鐵

の
忍
返
に
よ

つ
て
眼
を

つ

い
た
。

(
、ノ
)
危
険

物
及
び
他
人

の
干
渉
に
曝
し
て
置
く
と
危
険

た
う
得

る
物
を
放
置
し
た
る
瘍
昏
。
か

＼
る
物
を
放
置

し
た
る
者
は
普
廼
法
上
特
別
な
る
注
意

義
務
を
負

ひ
第

三
者
が
之
に
鯛
れ

る
こ
と
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の

で
あ

つ
て
、
損
害
が
登
生
し
た
る
場
合

に
第
三
者
の
介
入
行
爲
を
主
張
し
て
因
果
関
係

の
中
断
あ
う
と
爲
す

こ
と
が

出
來
な

い
。

被
告

の
馬
車
が
道
路

に
置
か
れ

て
あ

つ
た
。
歩

行
者

が
馬
を

た
蕊

い
た

の
で
、
馬

が
後
退
し
原
告

の
窓

を

こ
は
し
た
。
被
告

に
費

任
あ
り
と
せ
ら
れ

た
。
術
鐵
砲

の
場
合

に

つ
き

不
法
行
爲
に
於
て
例
外
な
ウ
と
さ
れ

る
場
合

は
以
上

の
如
く

で
あ

る
が
、
契
約
違
反
に
於
て
は
こ
れ
ら

の
場
合

の

英
國

私
法
に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第

五
巷

第

一
號

一
八
三
)

三
五

(H
eyting, op. cit., 44 Judicial R

ev.  279)C

T
he Sisters (1876), 1 P. D

. 117, C
. A

.

C
lark v. C

ham
bers (1878), 3 Q

, B
. D

. 327

M
idge v. G

oodw
in (1831), 5 C

. &
 P. 190, 172 E

ng. R
ep. 934.

D
ixon v. B

ell (1816), 5 M
.

&
 S. 198, 105 E

ng. R
ep. 1023°



英
國
私
法
に
於
け
る
因
果
関
係

(
田
中
)

(第
五
巻

第
一
號

一
八
四
)

三
六

外
更
に
被
告
が
原
告
に
対
し

第
三
者
の
不
法
行
爲
よ
う
原
告
を
保
護
す
る
債
務
を
負

つ
て
ゐ
る
場
合

に
は
そ

の
第
三

③

者

の
不
法

行
爲

を
根

擦

と

し
て
因
果
関
係

の
中
断

を
主

張
す

る
こ
と
が
許

さ
れ

な

い
。
當

然

の

こ

と

で
あ

る
。
例

へ

ば
物

品

の
受
寄

者

は
受
寄

物

を
盗
人

に
盗
ま

れ

た
場
合

に
そ

の
窃

盗
を
以

て
因
果
関
係

中

断

の
根

擦

と

爲

す

こ
と

は

出

來

な

い
。

⑳

サ
ム
ナ
卿
は
こ
の
場
合
を
畢
げ
て
ゐ
な
い
。
S
a
l
m
o
n
d
,
 
L
a
w
 
o
f
 
T
o
r
t
s
,
 
7
t
h
 
e
d
.
,
 
p
.
 
1
7
6

は
こ
の
場
合
を
畢
げ
て
ゐ
る
。

か
Σ
る
義
務
の
一
例
と
し
て
T
h
e
 
L
o
n
d
o
n
 
J
o
i
n
t
 
S
t
o
c
k
 
B
a
n
k
 
v
.
 
M
a
c
M
i
l
l
a
n
,
 
 
C
 
 
1
9
1
8
J
 
A
 
C
.
 
7
7
7

は
銀
行
の
顧
客
は
銀
行
に
対
し

て
小
切
手
の
額
を
俗
造
に
よ
り
て
増
加
す
る
こ
と
を
容
易
で
な
い
や
う
に
小
切
手
を
振
出
す
べ
き
契
約
上
の
義
務
を
負

つ
て
ゐ
る
と
し
た
。

七

①

ボ

レ
ミ
ス
事
件

の

法
則
が

契
約
違
反

の
場
合
に
も
適
用
が
あ

る
か
否

か
は

孚

の
あ
る
黙

で
あ

る
。
積
極
説
は
ボ

②

レ
ミ
ス
事
件
は
傭
船
契
約
に
基
く
契
約
違
反
の
訴
な
る
こ
と
、
及
び
ウ
ェ
ル
ド
・
ブ
ラ

ン
デ

ル
事
件

の

サ
ム
ナ
卿

の
意

見
を
根
援

と
し
、
叉
契
約
違
反
と
不
法
行
爲

と
に
よ
つ
て
損
害
賠
償

の
範
囲

に
關
す
る
法
則
が
全
然
異

る
の
は
法
律

①

家

に

も

不
便

で
あ
り

、
且

そ
れ

以
外

の
者
に

は
不
可
解

で
あ
ら

う
と
附

言

し

て

ゐ
る
。

ω

爾
説
の
代
表
的
な
も
の
」
み
を
掲
げ
よ
う
。

適
用
あ
り
と
す
る
説
、
W
i
n
f
i
e
l
d
,
 
S
a
h
n
o
n
d
 
a
n
d
 
W
i
n
f
i
e
l
d
,
 
L
a
w
 
o
f
 
C
o
n
t
r
a
c
t
,
 
p
.
 
5
0
6
;
 
P
o
r
t
e
r
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
,
 
5
 
C
a
m
.
 
L
.
 
J
.
 
1
7
6
.



適

用
な
し
と
す

る
説
、は

ポ

レ
ミ
ス
事
件

が
契
約
違
反

の
事
件
で
あ

る
こ
と
は

に
よ

っ
て
認

め
ら
れ

て
ゐ
る
と
云
ふ
が
、
同
事
件
に
於

け

る

は
少
数
意

見
で
あ
り
、
多
敷

意
見
は
ポ

レ
ミ
ス
事
件
を
不
法
行
爲
た

る
本

件

に
適
用
し

て
判
決

し
て
ゐ
る

は
ポ

レ
ミ
ス
事
件

は
不
法
行
爲

の
事
件
な
り
と
云

っ
て
ゐ
る
。

し
か
し
私
は
前
に
も

:
旨
し
た
や
う
に
清
極
説
ぞ
採
用
す
る
。
先
づ

ボ

レ
ミ
ス
事
件
の
訴
訟
原
因
の
性
質
に
つ
い

④

て
は

マ
ク
ネ
ヤ
が
訴

訟
記
録
を
精
査
し
た
上

で
不
法
行
爲

の
訴
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
居

る
が
私
も
之
に
賛
成
で
あ

蘇
、
又
ウ
ェ
ル
ド
・
ブ
ラ

ン
デ
ル
事
件

の
サ

ム
ナ
卿

の
意
見
は
あ
く
綾
で
も
オ
バ
イ
タ

・
デ
ィ
ク
タ
ム
で
あ

つ
て
之
を
根

櫨
と
し
て
現
實

の
法
を
認
め
る
こ
と
は
出
來
な

い
。
否

ボ

ロ
ツ
ク
も
云
つ
て
ゐ
る
や
う
に
「
ハ
ド

レ
イ
事
件
は
そ
の
後

孚

は
れ
た
る
こ
と
な
く
、
今
か
ら

四
十
(
七
)
年
も
前
に
控
訴
裁
判

所
に
よ
つ
て
法
を
確
定
し
た
る
も
の
と
し
て
認

め

ら
鰹
、
控
訴
裁
判

所

は

ハ
ド

レ
イ
事
件
を
破
殿
せ
ん
と
欲

し
て
も
今
や
破
殿
出

來
な

い
で
あ
ら
う
し
、貴
族
院

は
破
殿

出

來
る
と
し
て
も
破
殿
し
や
う
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
」
の
で
あ

る
。
叉
實

に
貴
族
院
自
身
も

一
九
三
二
年
の

メ
ン
コ
.

ド

・
ボ
蜜
チ
ュ
ガ

〃
封

ウ
ガ
じ
タ

ロ
「
募
伴
に
於

て
契
約
違
反
の
場
合

の
損
害
賠
償
の
範
囲

に
關
す
る
り
葺
デ
ィ
ン
グ
・

英
國
私
法

に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巻

第

一
號

一
八
五
)

三
七

Pollock, L
aw

 of T
orts, 13th ed., pp. 32,  37,583; M

cN
air, op. cit., -4 C

am
. L

. J. 125: Stallybrass,

Salm
ond, L

aw
 of T

orts 7th ed., p. 157, note (z).

Porter(at p. 190)

1 K
. B

. 141, at p. 164, C
. A

.

Sargant, L
. J., in H

am
brook v. Stokes B

ros. (1925J

Sargant, L
. J.

(Stk?n, L
. J., at p. 577)°

L
ord W

right, in T
he

E
dison, (1933J A

. C
. 449, at p. 461

W
infield, op. cit., p. 506; Porter, op. cit., p. 180.



英
國
私
法
に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巷

第

一
號

一
八
六
)

三
八

⑨

ヶ
イ

ス
は

ハ
ド

レ
イ
事
件

な
る
こ
と
を
認

め
た
の
で
あ

る
。
勿
論
同
判
決

は
當
該
事
件

の
損
害

は
當
事
者
が
契
約
蓮

反

の
蓋
然
的
結
果
な
う
と
合
理
的
に
考

へ
た
所

の
も

の
で
あ

る
と
の
理
由
よ
今
損
害
賠
償
を
命
じ
た
の
で
あ
め
、
ボ

レ
ミ
ス
事
件

の
法
則
に
よ
つ
て
も
同

一
の
結
果
と
な
る
の
で
あ

る
か
ら
、

ハ
ド

レ
イ
事
件

の
否
定
命
題
即
ち
非
蓋
然

的
結
果
に
は
損
害
賠
償
責
任
を
負
は
ず
と
の
判
決

が
貴
族
院
に
於
て
爲

さ
れ
な

い
以
上
、
正
確
に
は
貴
族
院
が

ハ
ド

レ
イ
事
件

の
法
則
を
判
決

を
以
て
是
認
し
た
と
云
ふ

こ
と
は
出
來
な

い
が
、
少
な
く
と
も
契
約
違
反

の
場
合

に
於
け

る
損
害
賠
償

の
範
囲

に
關
す

る
現
行
判
例

法
が

ハ
ド

レ
イ
事
件

の
法
則
で
あ
る
と
噺
言
し
て
可
な
る
こ
と
は
之
を
以

⑩

て
も
明
ら
か
で
あ

る
。

叉
契
約
違
反
と
不
法
行
爲
と
に
於
て
損
害
賠
償
の
範
囲

に
關
す
る
法
則
が
異

る
の
は
不
便
だ
と

い
ふ
け
れ
ど
も
、

私
は
前
に
も
述
べ
た
如
く
雨
者
に
差
異

の
あ

る
の
が
當
然

で
あ

る
と
考

へ
る
。
契
約
違
反
と
不
法
行
爲

と
は
共
に
義

務
違
反

で
あ

る
け
れ
ど
も
、
前
者
は
契
約
に
よ
つ
て
自
ら
科

し
た
る
債
務

(
o
b
l
i
g
a
t
i
o
n

)
の
違
反
で
あ
う
、

後
者
は

法
に
よ
つ
て
科
せ
ら
れ
た
る
社
會

一
般
に
対
す

る
義
務

(
d
u
t
y
)
の
違
反
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
間
に
性
質
上

の
差
異

が
あ
る
。
而
し
て
不
法
行
爲

の
場
合

に
は
前
に
述
べ
た
如
く
普
瓶
人

の
合
理
的
豫
見

の
及
ば
ざ
る
損
害
に
対
し

て
も

働

賠
償
責
任
を
負
憺
せ
し
め
る
を
正
當
と
す
る
け
れ
ど
も
、
契
約
違

反
の
場
合
に
於
て
は
事
情

を
異
に
す
る
。
即
ち
契

約
締
結
に
當

つ
て
は
爾
當
事
者
共
に
自
登
的
に
利
益

を
得

る
希
望
を
取
得
す

る
と
同
時
に
損
失
を
蒙
る
危
険

を
負
担



す
る
も
の
で
あ

つ
て
、

こ
＼
に
契
約
違
反
の
結
果
損
害
の
生
じ
た
る
場
合

に
そ
の
全
部

を
契
約
違
反
者
の
み
に
負
担

せ
し
む
る
こ
と
は
必
ず
し
も
合
理
的
な
う
と
云
ふ
こ
と
は
出
來
な

い
。
こ
の
場
合
に
こ
そ
現
實
に
生
じ
た
損
害
を
爾

當
事
者
間
に
公
平
に
分
配
し
て
負
憺

せ
し
む
べ
き

で
あ
る
。
而

し
て
そ
の
公
平
の
標
準
と
し
て
は

ハ
ド

レ
イ
事
件

の

法
則
を
採
用
す
る
の
が
最
も
要
當
で
あ
る
と
考

へ
る
。

ハ
ド

レ
イ
事
件
の
法
則
i

そ
の
後
段
に
於
て

「
雨
當
事
者
が
契
約
締
結

の
際
に
そ
の
契
約
に
蓮
反
し
た
る
場
合

の
蓋
然
的
結
果

で
あ

る
と
考

へ
た

で
あ
ら
う
と
合
理
的
に
想
像
せ
ら
れ
得
る
損
害
」
と
云

つ
て
ゐ
る
ー

に
対
し

て

は
契
約
を
締
結
す
る
者
は
契
約
の
履
行
を
考

へ
て
ゐ
る
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
違
反
を
考

へ
て
は
居
な

い
と
の
非
難
が

あ
が
、
そ
れ
は

一
慮
尤
も
な
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
我
々
の
法
律

生
活
に
於
て
は
契
約
蓮
反
の
場
合

の
制
裁
を
も

考
慮
し
て
-

損
害
賠
償
額
豫
定

の
約
束
の
行
は
れ
る
こ
と
は
そ

の

一
證
據
で
あ
る
ー

そ
の
計
算

の
上
に
契
約
を

締
結

す

る

の
を
最

も
合

理

的
な

う
と
爲

す
べ
く

、
且

そ

の
場
合

に
當

事

者
が

合
理

的
に
考

慮

す

べ
き

で
あ

る
損
害

賠

償

額

の
範
囲

は

ハ
ド

レ
イ
事

件

の
法
則
が
示

す
範
囲

で
あ

る
か
ら

、

こ
の
法
則

を

一
般

の
場
合

に
適
用

す

る

の
が

合

理

的

で
あ

る
と
考

へ
る
。

㈲
M
c
N
a
i
r
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
,
 
4
 
C
a
m
.
 
L
.
 
J
.
 
1
2
5
.

伺
前
註
二
参
照
。

⑤

ポ
レ
ミ
ス
事
件
を
契
約
違
反
の
事
件
と
し
て
裁
判
し
乃
至
は
契
約
違
反
の
場
合
に
も
関
係
あ
り
と
し
て
裁
判
し
た
の
な
ら
ば
、

ハ
ド
レ
イ
事
件

英
國
私
法
に
於
け
る
因
果
関
係

(
田
中
)

(第
五
巷

第

一
號

一
八
七
)

三
騨九



英
國

私
法

に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
申

)

(
第
五
巻

第

一
號

.一
八
八
)

四
〇

を
無
視

す
る

こ
と
が
出
來
な

い
筈
な

の
に
、

何
虜

に
も

ハ
ド

レ
イ
事
件
を
引
用
し

て
ゐ
な

い
の
は
、
裁

判
所

が
同

事
件
を
不
法
行
爲

に
の
み
関
係

あ

る
も

の
と

し

て
裁
判

し
た
證
據

で
あ

る

は

こ

の
問

題

に

關

す

る
英

法

の

り

ー
デ
ィ

ン
グ

・
ケ
イ

ス
は

ハ
ド

レ
イ

事
件

で

あ

る

と
云

つ
て

の
意
見
を
長
く
引
用
し
、
且

「
法

に
つ
い
て
は
疑

は
な

い
。
眞

の
困
難

は
之

を
本
件

の
特
殊
な
事
實

に
適
用
す

る
こ
と
で
あ

る
」

と
去

つ
て
ゐ

る
。
叉

こ
の
事
件

に
於

て
反
対
意
見

を
有

し
て
ゐ
た

皿
も

、

西契
約

出遅
反

の
惧
物
合

に
於

け

る
損
害

賠
償

の
範
囲

に
關
す

る
法
則

が

ハ
ド
レ
イ
事
件

の
法
則

で
あ

る
こ
と
に
は
賛
成
で
あ

つ
た

註
六
に
引

用
し
た
控
訴
裁
判

所

の

も

ハ
ド

レ
イ
事
件

の
法
則

の
積
趣

的
命
題
に

つ
い
て
の
判
例

で
あ

る

(
し

か

も

ポ

ロ

ッ
ク

が
引

用

し

て

ゐ

る

の
で

あ

る
)。

尤

も

控

訴
裁
判

所

(
實

は

そ

の
前

者

た

る

エ
キ

ス
チ

ュ
カ

・
チ

ェ
ー

ン
バ
裁
判

所

)
は

ハ
ド

レ
イ

臨
,件

の
法

則

の
浩
…趣

的

命

題

を

も

そ

れ
.よ

り
も

早

く

に
於
て
是
認

し

て
ゐ

る
。

蓋

然
説

を

一
般

に

採
用
し

て
ゐ
た
頃
は

前
述

の
如
く

損
害
賠

償
の
範
囲

は
契
約
違
反
と

不

法
行
爲

と
に
於

て

同

一
な
り
と
せ
ら
れ

て
ゐ
た
。

も
損
害
賠
償

の
範
囲

に
關

す
る
法
則
が
契
約
違

反
と
不
法
行
爲

と
に
よ

っ
て
異

な

る
こ

と
は
良
く
な

い
と
の
意
見
を
述

べ
て
ゐ
る
が
、
ポ

ロ
ツ
ク
の
考
は
双
方

共
に
蓋

然
説
を
探

る
ぺ
し
と

の
考

で
あ

る
。

(Pollock, L
aw

 of T
orts, 13th ed., p. 37; M

cN
nair, op. cit., 4 C

am
. L

. J. 142)°

Per L
ord E

sher, M
. R

., in  H
am

m
ond &

 C
o. v. B

ussey (1887), 20 Q
. B

. D
. 79, at p. 87, C

. A
.

Pollock, L
aw

 of T
orts, 13th ed., pp. 37, 38.

B
anco de Portugal v. W

aterlow
 &

 Sons, L
td., C

1932) A
. C

. 452.

V
iscount Sankey, L

. C
., at p. 474

A
lderson, B

.

L
ord W

arrington of C
lyffe

(at p. 480) °

H
am

m
ond &

 C
o. v. B

usseyH
orne v. M

idland R
y. C

o. (1873), L
. R

. 8 C
. P. 131, E

x. C
h.

B
rett, M

. R
., in T

he N
otting H

ill (1884), 9 P. D
. 104, at p. 113, C

. A
.; B

ow
en, L

. J., in C
obb v. G

reat W
. R

y. C
o.,

C
1893) 1 Q

. B
. 459, at p. 464, C

. A
.

Pollock, L
aw

 of T
orts, 13th ed., pp. 32, 38



⑱

本
稿
二
一
頁
参
照
。

⑯
P
e
r
 
B
r
a
m
w
e
l
l
,
 
L
.
 
 
J
.
,
 
i
n
 
H
y
d
r
a
u
l
i
c
 
E
n
g
i
n
e
e
r
i
n
g
 
C
o
.
 
v
.
 
M
c
H
a
f
f
i
e
 
(
1
8
7
8
)
,
 
4
 
Q
.
 
B
.
 
D
.
 
6
7
0
,
 
a
t
 
p
.
 
6
7
4
,
 
C
.
 
A
.

更
に

こ
㌧
に
附
言
す
べ
き

は
ボ

レ
ミ
ス
事
件
が
契
約
違
反
の
場
合
に
も
適
用
あ
う
と
す
る
説
も
、
決
し
て
ボ

レ
ミ

ス
事
件
が

ハ
ド

レ
イ
事
件
を
全
然
破
殿
し
て
し
ま
つ
た
も
の
で
あ

る
と
は
考

へ
ず
、

ハ
ド

レ
イ
事
件

の
法
則
の
前
段

即
ち

「
か

＼
る
契
約
違
反
自
體

よ
う
自
然
的
に
即
ち
事
物

の
通
常

の
経
過

に
從

つ
て
生
ず
る
も
の
と
公
正
に
且
合
理

的
に
考

へ
ら
れ
得

る
損
害
」
に
対
し

て
責
を
負

ふ
と

い
ふ
部
分

の
み
を
ボ

レ
ミ
ス
事
件

の
法
則
を
以

て
置
き
換

へ
、
ハ

ド

レ
イ
事
件

の
法
則

の
後
段
即
ち

「
爾
當
事
者
が
契
約
締

結

の
際
に
そ
の
契
約
に
違
反
し
た
る
場
合

の
蓋
然
的
結
果

で
あ
る
と
考

へ
た
で
あ
ら
う
と
合
理
的
に
想
像
せ
ら
れ
得

る
損
害
」
に
対
し

責
を
負
ふ
と

い
ふ
部
分
は
依
然
と
し
て

法
な
£

し
・以

て
肇

件
の
趣
旨
を
調
和
芒

め
ん
と
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
胆
・
し
か
し
な
が
ら

ハ
じ

イ
事
件

の

法
則

の
前
段
を

ボ

レ
ミ
ス
事
件

の
法
則
に
よ

つ
て
契
約
違
反
の
直
接
の
結
果
で
あ
る
以
上
普
通
人
が
合
理
的
に
豫
見

し
得
べ
か
ら
ざ
う
し
損
害
に
対
し

て
も
責
を
負
ふ
と
縫
更
し
た
る
以
上
、
そ
の
後
段
即
ち
特
別
事
情

の
知
不
知
に
よ

㈲

つ
て
責
任
の
有
無

を
決

せ
ん
と
す
る
法
則

の
適
用
せ
ら
れ

る
絵
地
は
全
然
存

し
な

い
も
の
で
あ

る
と
考

へ
る
。

W
i
n
f
i
e
l
d
,
 
S
a
l
m
o
n
d
 
a
n
d
 
W
i
n
f
i
e
l
d
,
 
L
a
w
 
o
f
 
C
o
n
t
r
a
c
t
,
 
p
p
.
 
5
0
2
-
5
1
4
;
 
P
o
r
t
e
r
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
,
 
5
 
C
a
m
,
 
L
.
 
J
.
 
1
8
5
-
1
9
1
.

拙
著

、
英
法
概
論
三
四
六
頁

以
下
も

こ
の
考
に

よ
つ
て
ゐ

る
が
、
今

は
之

を
訂

正
す

る
。

働
P
o
l
l
o
c
k
,
 
L
a
w
 
o
f
 
T
o
r
t
s
,
 
1
3
t
h
 
e
d
.
,
 
p
.
 
3
8

参

照
。

英
國
私
法

に
於
け

る
因

果
関
係

(
田
中
)

(
第

五
巻

第

】
號

一
八
九
)

四

一



英
國
私
法

に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

《
第
五
巻

第

一
號

一
九
〇
)

四
二

八

最
後
に
我
が
民
法

の
解
釈

に
つ
き

一
言

し
よ
う
。

我
が
民
法
は
損
害
賠
償

の
範
囲

に

つ
き
そ
の
第
四
百
十

六
條
に
於

て
債
務
不
履
行

の
場
合
に

つ
き

「
損
害
賠
償

ノ

請
求

ハ
債
務

ノ
不
履
行

二
因

リ
テ
通
常
生
ズ
ペ
キ
損
害

ノ
賠
償

ヲ
爲
サ

シ
ム
ル
ヲ
以

テ
目
的

ト
ス
。
特
別

ノ
事
情

二

因

リ
プ
生

ジ
タ
ル
損
害

ト
錐

モ
當
事
者
ガ
其
事
情

ヲ
豫
見

シ
叉

の
豫
見

ス
ア
コ
ト
ヲ
得

ベ
カ
リ
シ
ト
キ

ハ
債
権
者

ハ

其
賠
償
ヲ
請
求

ス
〃
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定

し
、
不
法
行
爲
の
場
合

に
つ
い
て
は
全
然
規
定
を
設
け
な
か

つ
カ
。
し
か

し
學
説
の
多
く
は
右
の
條

文
は
即
ち
相
當
因
果
関
係

を
言
表
は
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ

つ
て
、
不
法
行
爲

の
場
合

に
も

或
は
右
規
定
を
類
推
適
用
す
べ
し
と
爲

し
或

は
理
論
に
よ

つ
て
決
し
右
規
定
と
同

一
の
結
果
に
到
達
す
る
と
爲
し
て

ゐ
る
Q

判
例

も
昔

は

「
不
法
行
爲

二
因

ル
損
害

ノ
賠
償
義
務

ノ
範
囲

ヲ
定

ム
〃

ニ
ハ
債
務
不
履
行

ノ
場
合

二
於

ヶ
ル
ガ
如

キ
特
別

ノ
明
文
ナ
キ
ヲ
以

プ
其
損
害
ガ
通
常
生

ズ
ペ
キ
モ
ノ
ナ

ル
ト
特

別
ノ
事
情

二
因
リ
テ
生

ジ
タ
ア
モ
ノ
ト
問

フ

ノ
要
ナ
ク
、
從

ッ
テ
不
法
行
爲

二
因

リ
テ
生

ジ
タ
γ
損
害

ハ
行
爲
者

ノ
豫
見

シ
若

ク

ハ
豫
見

シ
得
ベ
カ
リ
シ
モ
ノ
ナ

〃
ヤ
ヲ
審
究

ス
ル
ノ
要
ナ

シ
、」
「
不
法
行
爲

ヨ
リ
生
ズ

ル
損
害

ノ
賠
償

二
付

プ

ハ
民
法
第

四
百
十
六
條

ヲ
適
用

ス
ペ



キ

モ
ノ

晶
非

ズ
。
筍

モ
其
行

爲

ト
損
害

ト
ノ
問

二
因

果

ノ
関
係

ヲ
有

ス

ル

昌
於

テ

ハ
共

損
害

ガ

通

常
生

ズ

ベ
キ
損
害

ナ

ル
ト
叉

ハ
特

別

ノ
事

情

二
因

リ

プ
生

ジ
タ

ル
損
害

ナ

ル

ト
ヲ
問

ハ
ズ
、
等

シ
ク
加
害

者

二
於

テ
之

ガ
賠
償

ヲ
爲

ス

ノ
義

務

ヲ
有

ス
ル

モ
ノ

ト
ス
。
而

シ
テ
其

行
爲

ト
損
害

ト
ノ
間

二
因
果
関
係

ア
リ

ト
倣

ス

ニ

ハ
事
物

通
常

ノ
状

態

二

依

リ
社
会

普
通

ノ
観

念

二
基

キ
之

ヲ
判

断

ス

ル
ノ
外

ナ

キ

モ

ノ
ト
ズ
」

と

し
て

ゐ
π
が

、

大
正

十

五
年

五

月
二
十

二

④

日

の
大
審

院

民
刑

聯
合
部
判
決

は
次

の
如
き
理

由
に

よ

つ
て
不
法
行

爲

の
場

合
に

も
民

法
第

四

百

十
六
條

の
規
定

を

類

推
適
用

す
べ
き

も

の
と

し
た

。

「
不
法
行
爲

二
因
リ
テ
生
ズ
ル
損
害

ハ
自
然
的
因
果
関
係

ヨ
リ
論
ズ
ル
ト
キ
ハ
、
通
常
生
ジ
得
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ト
特
別

ノ
事
情

二
因

リ
テ
生
ジ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ト
ヲ
問

ハ
ズ
、
叉
豫
見

シ
若

ハ
豫
見
シ
得
ベ
カ
リ
シ
モ
ノ
ナ
ル
ト
否
ト
ヲ
論
ゼ
ズ
、加
害
者

ハ
一
切

ノ
損
害

二

付
責

二
任
ズ
ベ
キ
モ
ノ
ト
謂

ハ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
ト
錐
、
其
ノ
責
任
ノ
範
囲
廣
キ

ニ
過
ギ
加
害
者
ヲ
シ
テ
無
限
ノ
負
担

二
服
セ
シ
ム
ル
ニ
至

リ
、
吾
人
ノ
共
同
生
活

二
適
セ
ズ
。
共
同
生
活
ノ
関
係

二
於
テ
其

ノ
行
爲
ノ
結
果

二
封

ス
ル
加
害
者
ノ
責
任
ヲ
問

フ
ニ
當
リ
テ
ハ
、
加

害
者
ヲ
シ
テ

一
般
的

二
観
察

シ
テ
相
當
ト
認
メ
得
ル
範
囲

二
於
テ
ノ
ミ
其
ノ
責

昌
任
ゼ

シ
メ
、
其
ノ
以
外

二
於

テ
責
任
ヲ
負

ハ
シ
メ
ザ

ル
ヲ
以
テ
、
法
理

二
合

シ
民
法
第
七
百
九
條
以
下
ノ
規
定
ノ
精
神

二
適

シ
タ
ル
モ
ノ
ト
解

ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
レ
バ

ナ
リ
。
然
リ
而

シ
テ
民

法
第
四
百
十
六
條
ノ
規
定

ハ
共
同
生
活
ノ
関
係

二
於
テ
人
ノ
行
爲
ト
其
ノ
結
果
ト
ノ
聞

一一存

ス
ル
相
當
因
果
関
係

ノ
範
囲

ヲ
明

昌
シ
タ

ル
モ
ノ
ニ
過
ギ
ズ
シ
テ
、
猫
リ
債
務
不
履
行
ノ
場
合

ニ
ノ
ミ
限
定
セ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ

ニ
非
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
不
法
行
爲

二
基
ク
損
害
賠
償

ノ
範
囲
ヲ
定
ム
ル
ニ
付

テ
モ
同
條
ノ
規
定
ヲ
類
推
シ
テ
其

ノ
因
果
律
ヲ
定
ム
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
。」

し

か
し
私

は
以
上

に
屡

述

べ
π
や

う
に
損
害

賠
償

の
範
囲

は
債

務

不
履
行

の
場
谷

と

不
法
行

爲

の
場
合

と
に
於

て

英
國
私
法

に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
中
)

(
第
五
巷

第

一
號

一
九

一
)

四

三



英
國

私
法

に
於
け

る
因
果
関
係

(
田
申
)

(
第
五
巷

第

一
號

一
九

二
)

四
四

異

つ
て
然

る
べ
き

で
あ

つ
て
、
債
務

不
履
行

の
場
合

に

は
所

謂
折

衷

主
義

的

相
當
因

果
関
係

の
範
囲

に
止

む
る
を

正

當

と
す

る
け
れ

ど

も
不
法

行
爲

の
場
合

に

は
か

＼
る
範
囲

に
制

限
す

る

の
必
要
な

し
と
考

へ
る

の

で
あ

つ
て
、
我
が

民

法

の
債

務

不
履

行

の
場
合

の
民
法
第

四

百
十

六
條

の
規

定

は
妥
當

で
あ

る
が

、

不
法
行

爲

の
場
合

に
同
條

を
類
推

適

用

せ
ん
と

し
叉

は
同
條

と

同

一
の
結

果
に
到

達

せ
ん
と

す

る
は
正
當

で
な
く

、
大

正
十

五
年

以

前

の
判
例

の
態
度

を

正
當

な

う
と
考

へ
る
。

我
が

民
法
が

不
法

行
爲

の
場
合

に
規
定

を
設

け
な

か

つ
π
所

以

叉

こ

＼
に
あ

る

の

で
は
な

か
ら

う

か
。

ω

鳩
山
博
士
指
訂
改
版
日
本
債
権
法
(総
論
)七
四
頁
(同
一
結
果
)
、
末
弘
博
士
判
例
民
事
法
大
正
十
五
年
度
二
八
一
頁

(類
推
適
用
)、
我
妻
教
授

債
権

法
(法
學
全
集
三
八
巻
中
)
二
一
三
頁
(同
一
結
果
)、
近
藤
教
授
柚
木
氏
註
糧
日
本
民
法
債
権
編
総
則
上
巻
一
九
二
頁
(類
推
適
用
)。

但
し
石
坂
博
士
日
本
民
法
三
=
二
頁
は
不
法
行
爲
の
場
合
の
方
因
果
関
係
の
範
囲
廣
し
と
爲
し
、
勝
本
博
士
債
権
総
論
上
巻
三
六
六
頁
は
反
郵

に
不
法
行
爲
の
場
合
の
方
因
果
関
係
の
範
囲
狭
し
と
爲
す
。
爾
博
士
共
に
不
法
行
爲
に
つ
い
て
は
規
定
な
き
を
以
て
相
當
因
果
関
係
に
よ
り
て
決

す
べ
し
と
し
、
そ
の
相
當
因
果
開
係
に
關
す
る
見
解
が
異
る
所
よ
り
か
蕊
る
結
果
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

②

大
到
、
大
正
四
年
二
月
八
圓
、
民
録
八
一
頁
。

⑤

大
鋼
、
大
正
六
年
六
月
四
日
、
民
録

一
〇
二
六
頁
。

そ
の
後
の
判
例

(大
判
、
大
正
九
年
四
月
十
二
日
、
民
録
五
二
七
頁
、
大
到
、
大
正
九
年
十
月
十
八
日
、
民
録
一
五
五
五
頁
)
は
漸
次
相
當
因

果
関
係
説
へ
接
近
し
て
ゐ
る
。

④

大
到
(
民
刑
聯
)、
大
正
十
五
年
五
月
二
十
二
日
、
民
集
三
八
七
頁
。


